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日
野
市
民
憲
章

元気に慟き いきいきとして
心ゆだ力なまちをつくりましよう

手をつなぎ ともに鯉康で
明るいまちをつくりましょう

自然を守り 線と清流と太陽の
美しいまちをつくりましょう

人を大切にし 弱い人にも子どもにも

思いやりのあるまちをつくりましょう
文化をつちガい うるおいのある

平和なまちをつくりましょう
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10月1Hから撤去料を徴収

自
決
な
ど
が
各
地
に
起
き
ま
し
た
。

連
合
国
側
は
敵
国
で
あ
っ
た
ナ

チ
ス
ド
イ
ツ
と
日
本
に
無
条
件
降

伏
と
戦
後
処
理
を
き
め
た
い
わ
ゆ

る
「
ポ
ツ
ダ
ム
璽
昂
」
受
諾
を
期

陵
つ
き
で
強
要
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
悲
惨
な
情
勢
の
中
、

20年

8
月
15日
の
正
午
に
玉
音
放
送
と

い
わ
れ
た
天
皇
の
声
に
よ
る
ラ
ジ

野
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市
内
の
各
駅
問
辺
に
は
大
量
の
自
転
車
・
バ
イ
ク
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
歩
適
を
占
拠
し
て
い

る
放
置
自
転
車

・
バ
イ
ク
は
身
体
の
不
自
由
な
方
や
高
齢
者
、
子
供
た
ち
に
非
常
に
危
険
で
す
。

当
市
に
お
い
て
も
、
放
鷹
自
転
車
等
の
撤
去
作
業
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
自
転
申
等
の
放

置
は
減
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、
去
る
3
月
に
「
日
野
市
自
転
申
等
の
駐
車
秩
序
の
確
保
に
関
す
る
条
例
」

を
改
正
し
ま
し
た
。
こ
の
改
正
条
例
は
、
自
転
車
の
撤
去
料
の
徴
収
を
柱
に
、

放
鷹
禁
止
区
域
の
摺

定
、
防
犯
登
録
義
務
化、

鉄
適
事
業
者
の
駐
車
場
設
置
及
び
院
力
の
義
務
化
、
施
設
の
設
置
等
に
対

す
る
駐
輪
場
の
設
置
義
務
化
な
ど
を
盛
り
込
み、

10月
1
日
仰
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

撤
去
料
を

徴
収
し
ま
す

駐
輪
場
等
の
決
め
ら
れ
た
場
所

以
外
の
公
共
の
場
所
等
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
等
を
撤
去
し
た
と
き

は
、
撤
去
し
た
費
用
と
し
て
次
の

金
額
を
自
転
車
等
の
利
用
者
か
ら

徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＾
区
分

・
金
額
＞

◎
自
転
車
ー
台
に
つ
き
…
2
千
円

◎
原
動
機
付
自
転
車
（
バ
イ
ク
）

ー
台
に
つ
き
：

3
千
円

転
車
に
は
、
利
用
者
の
住
所

・
氏

名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

ら
、
防
犯
登
録
や
住
所
、
氏
名
の

表
示
が
あ
り
ま
せ
ん
と
、
自
転
車

等
が
利
用
者
に
返
却
さ
れ
な
い
は

か
り
か
、

盗
難
事
故
等
に
対
処
す

る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

つ
い
で
、
国
士
は
米
進
駐
軍
の

占
領
下
で
あ
っ
て
、

G
H
Q指
令

部
の
統
治
下
に
お
か
れ
ま
し
た
。

国
民
に
聖
戦
と
し
て
指
導
し
て
き

た
戦
争
は
、
国
威
膨
張
の
侵
略
戦

争
で
あ
っ
た
こ
と
が
戦
後
に
な
っ

て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
広
大

な
ア
ジ
ア
の
占
領
地
域
で
は
、

2

千
万
人
以
上
の
人
命
を
掴
な
い
、

喜
美
男

戦
後
50
年
「
終
戦
記
念
日
」
を
迎
え
て

あ
り
ま
す
の
で
、

駅
周
辺
で
は
駐

輪
場
な
ど
の
決
め
ら
れ
た
場
所
に

必
ず
止
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
内
各
駅
問
辺
の
自
転

車
等
駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、

2
月

15日
号
広
報
「
ひ
の
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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以
上
▽
問
合
せ
先
1
1
管
理
課
6

内
線

336

国
民
に
も
300数
十
万
人
の
戦
死
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
わ
が
国
会
で
「
戦
後
五

十
年
国
会
決
議
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
「
侵
略
行
為
」
や
「
植
民
地

支
配
」
の
認
識
に
つ
い
て
の
歴
史

的
総
括
を
故
意
に
避
け
た
あ
い
ま

い
な
決
議
文
で
あ
っ
た
た
め
、
政

党
間
の
意
見
一
致
と
な
ら
ず
問
題

を
後
世
代
に
残
し
、
海
外
か
ら
も

批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
を
与
え
た
各
国
に
は
侵
略

戦
争
の
反
省
を
も
っ
て
誠
意
あ
る

謝
罪
を
行
い
、
信
頼
と
平
和
の
基

礎
を
固
め
る
こ
と
が
大
切
と
思
い

ま
す
。
国
政
で
は
憲
法
の
崇
高
な

理
念
を
守
る
こ
と
が
世
界
平
和
に

貢
献
す
る
道
で
あ
る
こ
と
を
、
終

戦
記
念
日
の
原
点
と
し
て
再
認
識

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ー

9
9
5
年
7
月

21日

総
合
防
災
訓
練
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
27日
⑪
午
前
10時

i
l
E午

（雨
天
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
）

※
同
報
無
線

（
屋
外
拡
声
器
）

を

使
用
し
て
訓
練
の
開
始
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。た
だ
し
、
日
野
本
町
地

日
野
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

域
に
設
置
し
て
あ
る
も
の
に
限
定

し
ま
す
。

▽
会
場
1
1
第

一
中
学
校

※
訓
練
内
容
等
は
次
号
で
紹
介
し

ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
公
害
防
災
課
6
内

線

744

フ
ラ
ン
ス
共
和
国

シ
ラ
ク
大
統
領
閣
下

＠
局
R
回
（
広
島
）
・
⑨
目
（
長
崎
）

原
爆
の
B
に
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

広
島
・

長
崎
に
原
子
爆
弾
が

投

図

に

1
分
間
の
黙
と
う
が
さ
さ
げ

下
さ
れ
て
か
ら
こ
と
し
は
50問
年
ら
れ
ま
す
。

を
迎
え
ま
す
が
、
被
爆
の
傷
跡
は
式
典
に
先
立
ち
、
広
島

・
長
崎

駐
輪
場
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
人
々
の
心
と
身
体
に
今
な
お
深
く
両
市
長
か
ら
こ
の
趣
旨
へ
の
賛
同

公
共
施
設
・
商
業
施
設
・
娯
楽
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

施
設
等
、
自
転
車
等
の

旺

輪

場

の

原

爆
の
日
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
原
爆
投
下
時
刻
の
8
月
6
日
午

需
要
を
作
り
出
す
施
設
を
設
謹
ま
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
世
界
の
恒
前
8
時
15分
（
広
島
市
）
、

9
日
午

た
は
管
理
す
る
者
は
、
自
転
車

等

久

平

和
の
確
立
を
祈
念
し
て
、
広
前
11時
2
分

（
長
崎
市
）
に
、
そ

利
用
者
の
た
め
の
駐
輪
場
設
置
が
島
市
で
は
8
月
6
日
⑪
、
長
崎
市
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
及
び
地
域

防
犯
登
録
が

必

要

で

す

義

務

化

さ

れ

ま

す

。
さ
ら
に
、
市
で
は
8
月
9
日
因
に
原
爆
被
爆
50

で
1
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し

自
転
車
利
用
者
は
、
そ
の
和
用
の
施
策
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
周
年
の
慰
霊
及
び
平
和
祈
念
式
典
ま
す
。

す
る
自
転
車
に
つ
い
て
防
犯
登
録

と
に
な
り
ま
す
。

が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
式
典
で
は
、
ま
た
、
当
市
で
は
、
昭
和
57年

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と※
現
在、
市
内
に
は
無
料
の
市
営
広島
・
長
崎
両
市
長
か
ら
全
世
界
に「
核
兵
器廃
絶
•
平
和
都
市
宣

に
な
り
ま
す
。
詳
し
い
登
録
方
法
駐
輪
場
が
29カ
所
、
有
料
が
8
カ
に
向
け
、
核
戦
争
の
悲
惨
さ
と
核

言

」

を
行
い
、
平
和
行
政
と
し
て

等
は
お
近
く
の
自
転
車
等
販
売
店
所
、
そ
の
ほ
か
に
民
営
駐
輪
場
が

兵
器
の
際
絶
を
訴
え
る
「
平
和
宣
平
和
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

12カ
所
あ
り
ま
す
。
ま
だ
余
裕
が
言
」
が
行
わ
れ
、
平
和
の
鏑
を
合
そ
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
60年
か
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＝＝＝-＝＝＝＝-＝-==＝＝＝＝=＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝=＝＝＝＝-＝===＝=＝＝＝＝＝＝＝=＝＝=＝＝==＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ら広島・長崎及び沖縄の平和

こ
と
し
も
残
暑
の
季
節
と
と
も
土
の
主
要
都
市
は
米
軍
機
の
爆
撃

オ
放
送
を
も
っ
て
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣

行

進
等
参
加
者
に
対
し
て
費
用
の

に
8
月
15日
の
「
終
戦
記
念
日
」
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
6
日

言」

の
受
諾
と
戦
争
の
無
条
件
降

魯
え
ま
す
。

に
ヒ
ロ
シ
マ
に
、

9
日
に
は
ナ
ガ
伏
か
内
外
に
布
告
さ
れ
ま
し
た
。

あ
の
暗
黒
時
代
か
ら
50年
、
半
サ
キ
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
有
い
わ
ゆ
る
終
戦
の
詔
勅
で
す
。

世
紀
を
経
過
し
て
戦
時
も
過
去
の
史
以
来
の
惨
事
を
経
験
し
ま
し
た
。

戦

争

中
の
国
民
生
活
は
自
由
が

歴
史
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

8
日
に
は
ソ
連
軍
が
日
本
の
支
配
な
く
、
す
べ
て
の
物
資
が
統
制
下

無
謀
で
悲
惨
だ
っ
た
戦
争
体
験
を
下
に
あ
っ
た
満
州
に
侵
攻
し
、
在
に
お
か
れ
た
窮
之
生
活
の
こ
と
は

実
話
と
し
て
話
せ
る
世
代
も
少
な
留
邦
人
の
苦
難
と
開
拓
団
の
集
団
よ
く
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

く
な
り
つ
つ
あ
る
訳
で
す
。

回
顧
す
れ
ば
、
昭
和
6
年

(l

9
3
1
)
満
州
事
変
が
始
ま
り
、

12年
に
は
日
中
戦
争
、

16年
に
は

米
・
英
・
中
・
蘭
を
敵
国
と
す
る

太
平
洋
戦
争
に
拡
大
し
て
、

20年

8
月
15日
の
戦
争
終
結
の
日
ま
で

15年
間
、
国
民
に
と
っ
て
最
も
不

幸
な
期
間
で
し
た
。

終
戦
の
年
と
な
っ
た

20
年
に

は
、
沖
縄
全
島
は
米
軍
の
侵
攻
で

武
力
制
庄
さ
れ
、
東
京
を
始
め
本

日

野

市

長

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
こ
の
事
業
に
、
広
島

へ
17人
、
長
崎
へ

17人
、
沖
縄
ヘ

18人
の
合
計
52人
の
方
が
参
加
さ

れ
る
予
定
で
す
。

の

原

爆

犠

牲

者

納
（
遺
）
骨
名
簿
掲
示

広
島
・
長
崎
両
市
長
の
依
頼
で

「
広
島
原
爆
供
養
塔
納
骨
名
簿
」
と

「長
崎
原
爆
殉
難
無
縁
遺
骨
名
簿」

を
市
役
所

1
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
、

10月
31日
ぬ
ま
で
掲
示
し
ま
す
。

1
柱
で
も
多
く
の
遺
骨
を
遺
族

の
も
と
へ
お
返
し
す
る
た
め
、
両

市
で
は
名
簿
を
公
開
し
、
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
名
簿
を
こ
覧
く
だ
さ
い
。
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▽
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先
1
1
総
務
部
庶

務
課
6
内
線
432

核
実
験
中
止
要
請
文
を
送
付

フ
ラ
ン
ス
の
シ
ラ
ク
大
統
領
は
、

6
月
14
日
、
南
太
平
洋
に
お
い
て
核

実
験
の
再
開
を
発
表
し
ま
し
た
。

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
で
は
、
会
員
自
治
体
の
核
実
験
反
対
の

意
思
表
明
を
申
し
合
わ
せ
、
当
市
も
、
次
の
要
請
文
（
原
文
掲
載
）
を

フ
ラ

ン
ス
大
統
領
に
送
付
し
ま
し
た
。

日
本
国
民
に
と
っ
て
広
島
、
長
崎
の
悸
禍
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
の
恐
怖
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
多
く
の
人
々
が
、
今
日
で
も
そ
の
後
遺
症
に

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
人
類
が

こ
の
よ
う
な
悸
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
核
兵
器

を
廃
絶
し
、

世
界
の
恒
久
平
和
を
早
期
実
現
さ
せ
る

こ
と
は
今
世
紀
に
於
（
お
）
け
る
人
類

の
最
大
の
責
務
と
考
え
ま
す
。

冷
薮
が
終
焉
（
し
ゅ
う
え
ん
）
し、

S
T
A
R
T
I
I
が
調
印
さ
れ
る
な
ど
、
核
兵
器
の
削

減
が
現
実
に
動
き
始
め
、
全
世
界
は
そ
の
成
果
に
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
、
閣
下
が
前
後
8
回
に
も
及
ぷ
核
実
験
の
計
画
を
表
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
現

在
核
実
験
の
停
止
措
置
を
講
じ
て
い
る
米

・
霞

・
英
に
も
影
響
を
与
え
、
核
軍
縮
の
動
き

を
停
滞
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、
再
び
核
兵
器
増
強
の
転
機
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
は
、
今
世
紀
中
の
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
我
々
の
非
核
宣
言
自
冶
体
と
し
て
も
極
め
て

憂
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
閣
下
が
表
明
さ
れ
た
南
太
平
洋
に
於
け
る
核
実
験
の
計
画
を
中
止
さ
れ
、
今

後
も
核
実
験
停
止
を
継
続
し
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
実
現
に
先
導
的
役
割
を

果
た
さ
れ
る
よ
う
日
本
国
の

一
自
治
体
と
し
て
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

1 日 (;l:) •8 日閲 ・ 15 日肉 ・ 22 日肉

午前 10時～午後 4時

4 日 （~ ・ 18日（釦

午後 1時30分ー 4時

10日困 ・24日困

午後 1時30分～ 4時 おおくほ

保育園
同保育園
合 86-1172

10日困 ・24日困

午後 4時 ー 5時
市役所 1l昔
市民相談室

11日（金）

午後 1時30分 ー 4時

市民相談担当
云 85-2000

※受け付けは
午前 8時30分
から

，蕪⑬
8月の市民相談

あさひがおか

児童館
同児童館
云 86-1184

市役所 2階
社会揖祉課

社会揖祉課
六内線227

教職員研究
室内
教育相談室

教育相談室
合 92-05-05

4日（令 ・18日（金

午前10時 ～午後 2時

8日（火）

午後 1時30分 ー

2時30分

中央
福祉センター

休日準夜
診療所

社会橿祉
協議会
合 82-2319

ボランティア
センター
云 82-2318

4日（針

午後 1時30分 ～ 3時

II日（金 ・25日（命

午後 1時30分 ～ 3時

生活・
保健センター

18日（針

午後1時30分 ～ 3時

旭が丘
地区センター

健康鰈
ff81-4111 

23日(7灼

午前10時 一午後 4時
10日困

午前 9時30分 ～正午

市役所 2階
社会福祉課

社会揖祉課
云内線228

生活・ 消費生活相談
保健センター 1 室云81-3556

毎週月曜～金曜日
午前 8時30分 ～

午後 5時

16日(7]<)

午前 9時30分 ～正午

2日(11()・9日困・16日困・23日沐
午前9時 15分 ～午後
3時（ff87-8177)

女性センター
女性センター
ff84-2733 

I 
/ 
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1995年（平成7年）8月1日

第876号 て°‘ (2) 

市役所
代表電話 云85-1111

高
齢
者
の
方
に
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
健
康

や
医
療
、
住
ま
い
や
介
護
な
ど
の

各
種
の
制
度
や
手
当
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

広
報
今
号
で
は
、
そ
の
内
の
二

つ
の
制
度
と
二
つ
の
手
当
を
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
他
の
制
度
・
手
当

に
つ
い
て
は
、
「
日
野
市
老
人
福
祉

の
手
引
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
老

人
福
祉
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

唖
老
人
入
院
看
護
料
貸
付

老
人
医
療
証
（
略
称
マ
ル
ロ
ウ

R
)
を
お
持
ち
の
方
が
、
基
準
看
護

以
外
の
病
院
に
入
院
し
、
医
師
の

指
示
に
よ
り
付
赤
看
護
婦
等
を
付

け
た
場
合
、
無
刹
子
で
看
護
料
を

貸
し
付
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
額
は
、

看
護
料
の
支
給
見

込
み
額
の
80％
以
内
で
、
月
25万

円
が
限
度
で
す
。

〇
老
人
入
院
見
舞
共
済

老
人
入
院
見
舞
共
済
制
度
は
、

70歳
以
上
の
方
が
病
気
や
け
が
な

ど
で

7
日
以
上
入
院
し
た
と
き

に
、
見
舞
金
を
贈
る
制
度
で
す
。

70歳
以
上
の
市
民
の
方
は
、
す
べ

て
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

‘‘,’ 一表‘,¥ 
金舞見と数日院入

7日～20日 10,000円

21日～40日 15,000円

41日～60日 20,000円

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

堕
望
嘉
嬰
堅
空
璧
器

61日～80日 25,000円

81日～ 110日 40,000円

II I日～ 150日 50,000円

151日～ 180日 60、000円

181日以上 80、000円

•一999 ＝»

嬰
⑬
睾
翁

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
（
高
齢
者
集
合

住
宅
）
の
空
き
家
の
入
居
者
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

今
回
の
募
集
は
、
抽
選
に
よ
ら

ず
、
住
宅
の
困
窮
度
で
入
居
者
を

選
定
す
る
ポ
イ
ン
ト
方
式
で
行
い

ま
す
。

▽
募
集
住
宅
1
1
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
や

ま
と
2
階
（
栄
町
3
の
3
の
28)

▽
申
込
資
格
1
1
8

月
10
日
困
現

在
、
満
65歳
以
上
で
次
の
要
件
を

す
べ
て
備
え
て
い
る
方
①
市
内
に

引
き
続
き
3
年
以
上
居
住
し
て
い

る
②
自
立
し
て
日
常
生
活
を
堂

む
こ
と
が
で
き
る
③
次
の
理
由

古
来
か
ら
の
漁
法
の
保
存
・
伝

承
に
努
め
て
い
る
多
摩
川
漁
業
協

同
組
合
日
野
支
部
で
は
、
江
戸
時

代
か
ら
昭
和
20年
代
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
「
日
野
の
伝
統
漁
法
」
を
、

次
の
と
お
り
公
開
し
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
川
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
の
輪
が
地
域
に
広
が
る

こ
と
を
願
い
、
ま
た
市
民
の
皆
さ

ん
が
川
と
水
に
親
し
め
る
機
会
と

も
な
る
よ
う
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

公
開
さ
れ
る
漁
法
は
「
投
網
」
．

浅川で夏の恒例行事見
舞
金
は
、
入
院
日
数
に
応
じ

て
表
ー
の
と
お
り
で
す
。
次
の
よ

う
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
請
求
時
期
1
1
年
度
を
通
し
て
、

①
退
院
し
た
と
き
②
4
月
1
日

以
降
の
入
院
日
数
が
181日
以
上
に

な
っ
た
と
き
③
期
日
満
了
日

(
3月
31日
）
現
在
の
入
院
日
数

が
7
日
以
上
あ
る
と
き

※
6
カ
月
以
内
に
請
求
を
。

伝統漁法

L 公開

老人福祉手当 （表 2)

所得要件基準額超

70歳以上

29,000円

53,000円

東京都重度心身障害者手当受給者 29,000円

案
内
図橋

［
法
場

井

漁

会

統

新

伝二:／j
 

「］潤

組
合
日
野
支
部
（
松
村
6
8
1
.
o

1
1
4
)
 

翠図心一三亘

入●居因屁募言集

ポイント方式で選定

で
住
宅
（
公
共
・
公
営
住
宅
、
持

ち
家
を
除
く
）
に
困
っ
て
い
る
方

了
立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る

い
著
し
く
劣
悪
な
状
態
の
住
宅
に

居
住
し
て
い
る

▽
募
集
人
員
1
1
1
人

▽
使
用
料
1
1
1
万
l
千
口
か
ら
6

万
7
千
円
の
6
段
階

▽
申
込
方
法
1
1
8
月
10
日
困
ま
で

に
本
人
が
印
鑑
持
参
の
う
え
、
市

役
所

2
階
老
人
福
祉
課
ヘ

▽
問
合
せ
先
1
1
老
人
福
祉
課
6
内

線

236

未
申
告
の
方
は
早
急
に

所

得

の

申

告

を

市
内
の
名
所
・
公
共
施
設
な
ど

を
巡
る
「
市
内
見
学
会
」
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
小
学
生
と
そ
の
親
を

対
象
と
し
て
、
先
祖
の
足
跡
で
も

あ
る
「
遺
跡
」
を
歩
い
て
土
器
や

石
器
を
見
つ
け
、
昔
の
人
が
ど
の

よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
か
考

え
て
み
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
23日
困
・

24日
因

午
前
9
時
ー
午
後
4
時
※
雨
天
実

施▽
集
合
場
所
1
1
市
役
所
1
階
ロ
ビ

J
 

▽
見
学
コ
ー
ス
1
1
市
役
所
ー
百
草

園
ー
万
蔵
院
台
遺
跡
ー
ふ
る
さ
と

博
物
館
＼
市
役
所
（
昼
食
）

1
七

ツ
塚
遺
跡
1
平
山
遺
跡
ー
吹
上
遺

跡
（
黒
川
清
流
公
園
）
ー
神
明
上

遺
跡
（
復
元
住
店
跡
）

「
よ
せ
網
」
・
「
瀬
張
り
」
・
「
流
し
ば

り
」
・
「
は
ね
網
」
な
ど
で
す
。

ま
た
、
当
日
は
子
供
を
対
象
に

「
稚
ゴ
イ
の
つ
か
み
取
り
」
な
ど

も
行
い
ま
す
。

夏
の
一
日
、
浅
川
に
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▽
日
時
1
1
8
月
6
日
⑪
午
前
9
時

ー
11時
※
小
雨
実
施

▽
会
場
1
1
浅
川
・
万
願
寺
歩
道
槍

（
ふ
れ
あ
い
矯
）
下
※
案
内
図
参
照

▽
問
合
せ
先
1
1
多
摩
川
漁
業
協
同

▽
請
求
方
法
1
1
①
入
院
期
間
が
証

明
で
き
る
も
の
（
入
院
期
間
が
明

記
さ
れ
て
い
る
領
収
書
等
）
②
印

鑑
（
浸
透
印
は
不
可
）
③
請
求
者

の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
除
く
）

を
持
参
し
、
市
役
所
2
階
老
人
福

祉
課
ヘ

な
お
、
直
接
請
求
で
き
な
い
場

合
に
は
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

屯
老
人
福
祉
手
当

65歳
以
上
で
、
身
体
や
精
神
の

障
害
に
よ
り
、
病
院
に
入
院
し
て

※
順
路
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▽
説
明
者
1
1
小
林
和
男
氏
（
日
野

史
談
会
会
員
）

▽
対
象
1
1
小
学
生
と
親

▽
定
員
1
1
各
日
25人
※
先
着
順

▽
そ
の
他
1
1
①
昼
食
は
持
参
し
て

い
る
方
、
あ
る
い
は
居
宅
で
寝
た

き
り
（
痴
ほ
う
を
含
む
）
で
、
介

護
を
必
要
と
す
る
方
で
、
そ
の
状

態
が
6
カ
月
以
上
継
続
し
、
今
後

な
お
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

に
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
老
人
ホ

ー
ム
入
所
の
方
は
除
き
ま
す
。

区
分
及
び
手
当
月
額
は
、
表
2

の
と
お
り
で
す
。

王
ね
た
き
り
老
人
看
護
手
当

身
体
や
精
神
の
障
害
に
よ
り
、

継
続
し
て
3
カ
月
以
上
、
居
宅
で

寝
た
き
り
の
65歳
以
上
の
方
を
お

世
話
し
て
い
る
方
へ
支
給
し
ま
す
。

申
請
の
月
か
ら
起
算
し
て
支
給

し
ま
す
の
で
、
未
申
請
の
方
は
老

人
福
祉
課
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
は
、
印
鑑
と
本
人
の
預

金
口
座
（
郵
便
局
は
除
く
）
が
分

か
る
も
の
が
必
要
で
す
。

以
上
、
詳
し
く
は
老
人
福
祉
課

（C
内
線
234)
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

4
月
に
国
民
健
康
保
険
税
（
仮

決
定
分
）
納
税
通
知
書
を
お
送
り

国
民
健
康
保
険
税
（
本
決
定
分
）

の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

親
子
で
参
加
を夏

の
市
内
見
学
会

く
だ
さ
い
②
足
元
の
悪
い
所
も

歩
き
ま
す
の
で
履
き
慣
れ
た
運
動

靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

▽
申
込
み
1
1
電
話
で
広
報
課
市
民

相
談
担
当

(
C
8
5
.
2
0
0
0
)

ヘ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
課
税

額
の
3
分
の
ー
を
課
税
し
た
も
の

で
す
。こ

の
度
、
平
成
7
年
度
国
民
健

康
保
険
税
（
本
決
定
分
）
が
確
定

し
た
の
で
、

8
月
14日
⑪
に
納
税

通
知
書
を
送
る
予
定
で
す
。
納
期

隈
内
の
納
税
に
こ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

未
申
告
者
の
場
合
、
所
得
割
の

計
算
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
平
成

6
年
分
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
所
得

の
分
か
る
書
類
を
持
っ
て
、
早
急

に
市
役
所
2
階
保
険
年
金
課
へ
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
の
少
な

い
人
は
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
保
険
税
の
均
等
割
、
平
等
割

の
減
額
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

以
上
、
詳
し
く
は
保
険
年
金
課

(
C
内
線
253)
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
1
日
1
1
市
民
自
治
学
園
（
庁
内

会
議
室
）
に
講
師
担
当
▽

5
日
1
1

日
野
市
青
少
年
問
題
院
議
会
会
議

•9:•9T•I 一
南
多
摩
斎
場
で
は
、
増
改
築
工

事
の
た
め
、
次
の
と
お
り
式
場
及

一
び
霊
安
室
の
利
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
仮
設
炉
へ
の
切

り
替
え
工
事
に
伴
い
、
火
葬
時
間

帯
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

大
変
こ
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
式
場
・
霊
安
室
の
休
止
期
間
1
1

別
年
11月
末
こ
ろ
ま
で
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万
願
寺
地
区
の
保
留
地
を
公
売

一

受

付

窓

日

開

設

中

-
日
野
都
市
計
画
事
業
万
願
寺
あ
っ
た
区
画
に
つ
い
て
、
公
売

一
・
士
地
区
画
整
理
事
業
の
第
14
回
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

一
ー
公
売
保
留
地

（本
紙

6
月
15日
な
お
、
こ
れ
ら
の
区
画
に
つ

一
号
に
掲
載
）
で
、
申
し
込
み
の
な
い
て
は
、
い
つ
で
も
契
約
で
き

一
か
っ
た
区
画
及
び
契
約
辞
退
の
ま
す
。

r
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を
主
宰
▽

7
日
1
1
日

野

市

老

人

ク

，

鼻

；

；

；

；

；

；

；

＂

害
児
の
養
育

ラ
ブ
連
合
会
主
催
福
祉
大
会
（
市

民
会
館
）
に
祝
辞
、

青
年
海
外
協

力
隊
派
遣
隊
曇
を
激
励
▽
10
日
ー

害

手

当

等

を

結

付

し

ま

す

ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
郵
政

省
寄
付
金
付
き
お
年
玉
マ
イ
ク
ロ

l

を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん

バ
ス
受
領
式
（
同
セ
ン
タ
ー
）
に
じ
て
い
る
方
に
、
障
害

祝
辞
▽
12
日
1
1
少
年
軟
式

野

球

都

バ

び

特

別

児

童

扶

養

手

当

内
優
勝
チ
ー
ム
（
七
生
レ
イ
ン
ボ
じ
て
い
ま
す
。
未
申
請

ー
）
の
関
東
大
会
出
場
選
手
を
激
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

雙
庁
内
会
議
室
）
▽
13
日
1
1
士

地

べ

所

得

制

隈

の

額

も

引

区
画
整
埋
丑
協
〖
地
手
法
促
進
協
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今

議
会
（
建
設
省
括
導
）

総

会

（

都

象

で

な

か

っ

た

方

も

こ

市
セ
ン
タ
ー
）
に
議
長
担
当
▽

14

だ
さ
い
。

日
1
1
東
京
都
市
長
会
環

境

部

会

、

＿

手

当

三

多

摩

地

域

廃

棄

物

処

分

組

合

理

ー

1
1
次
の
い
ず
れ
か
に
該

事
会

（

東

京

自

治

会

館

）

に

出

席

＿

20歳
未
満
の
児
童
を
養

▽
15
日
1
1
国

立

病

院

東

京

災

害

医

い

る

方

①

愛

の

手

帳

ー

療
セ
ン
タ
ー
・
昭
和
の
森
看
護
学

程

度

②

身

体

障

害

者

校

開

院

開

校

記

念

式

典

（

同

セ

ン

＿

ー

2
級
程
度
③
脳
性

タ

ー

）

に

出

席

ひ

、

進

行

性

筋

委

縮

症
程
度
の
障
害
を
持
っ
て

額
1
1
1
人
に
つ
き
月
1

円児
菫
扶
養
手
当

1
1
次
の
い
ず
れ
か
に
該

20歳
未
満
の
児
童
を
養

南多 摩 斎 場

増改築工事に伴い

使用等が変更に

▽
火
葬
時
間
帯
の
変
更
1
1
8
月
11

日
画
か
ら
午
前
9
時
…
4
件
／
正

午
…
4
件
／
午
後
2
時：・
4
件
※

各
時
間
帯
と
も
30分
以
内
に
到
着

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

▽
臨
時
休
業
日
1
1
8
月
8

日
凶
．

9
日
困
※
い
ず
れ
も
仮
設
炉
へ
の

切
り
替
え
工
事
の
た
め

▽
問
合
せ
先
1
1
南
多
摩
斎
場
組
合

(
6
0
4
2
7
.
9
7
.
7
6
4
1
)
-

り＇，り＇り

',H,

＂＇
,
i
"
H
"
＂り
"
H
"
＇』

9
:．ヽ・・
1

．．
 
贔冑・・
1
:
.
1
.. 
9
 .. 
9
.
 

▽
期
限
1
1
次
回
の
公
売
準
備
が
一

始
ま
る
ま
で

▽
時
間
1
1
午
前
9
時
ー
午
後
4

-

時
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は

間
311.312

いロ

,
 ．
． 
I
 
•• 

,
 
•• 
,••1:.1. 

育
し
て
い
る
方
①
愛
の
手
帳
ー

1
3度
程
度
②
身
体
障
害
者

手
帳
ー

1
3
級
ま
た
は
4
級

（
下
肢
の
一
部
）
程
度
③
早
期

幼
年
自
閉
症
、
精
神
分
裂
、
そ
う

う
つ
病
、
て
ん
か
ん
、
頭
部
外
傷

後
遺
症
、
腎
・
肝
臓
疾
患
、
心
臓

機
能
障
害
、
血
液
疾
患
、
呼
吸
機

能
障
害
等
で
一
定
程
度
の
障
害

を
持
っ
て
い
る

※
障
害
児
が
障
害
に
よ
る
公
的

年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
や
、

一
定
の
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
は
受
給
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
支
給
額
1
1
重
度
の
場
合
…

1

人
に
つ
き
月
5
万
350円
、
中
度

の
場
合
…

1
人
に
つ
き
月
3
万

3
千
530円

以
上
、
詳
し
く
は
児
童
福
祉

課

(
6内
線
245)
へ
お
問
い
合

一

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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(3) 
1995年（平成7年） 8月1日

て°‘第876号

電話で聞ける市政情報
月曜～土曜日 9 :00~20:00 

ff0120-042586（無 料）
（日曜日・祝日 9 : 00~17 : oo) 

年末年始を除く

機
能
訓
練
の
希
望
者
を
募
集。

▽
日
時

1110月
ー
来
年

3
月
の
毎

週
火
曜
日
午
後
1
時
15分
1
3時

30分
▽
会
場
11生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11日
常
生
氾
・
社
会
生
活

に
役
立
つ
訓
練

▽
対
象
11次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①
市
内
在
住
で

40歳
以
上

②
身

体
機
能
が
低
下
し
て
い
て
機
能
訓

練
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
終
了
し
て

い
る

③
医
療
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

を
終
了
し
て
い
る

④
自
力
か
家

赤

ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

族
な
ど
に
よ
る
送
迎
で
通
所
で
き
外
の
食
品
に
慣
れ、

食
事
の
習
慣

カ
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-
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＿
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―
．
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｀□鱈“
[
二
汀
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；

醐

奥
交
通
事
故
防
止
対
策
実
施
ー9

 
9
 

一
邑
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
対
策

④
危
険
で
す
駐
停
車
の
車
の

立
つ
服
装
の
人
が
交
通
事
故
に

＂

-
*
「
交
通
安
全
一

言

ア

ド

バ

イ

前

後

横

断

遭

わ

な

い

タ

イ

プ

の

人

で

す

。

i

—
ス
」
の
実
施
。
高
齢
者
の
交
通

安
⑤
一
時
停
止
で
左
右
の
確
認
④
子
供
、
若
者
の
交
通
事
故
防i

i

全
に
は
、
次
の
「

7
」
の
心
得
を

⑤
「
ワ
ッ
」
あ
ぶ
な
い
遠
く
止
対
策

9

'
①
わ
た
る
前
に
安
全
確
認
右
に
い
て
も

車
は

速

い

＊

夏
休
み
期
間
中
に
お
け
る

i

＂
．
左
・
右

⑦
夜
の
外
出
忘
れ
ず
反
射
材
小
、
中
、
高
校
生
の
事
故
防
止

i

}

②
信
号
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
＊
＂
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
も
っ
＊

若
者
運
転
の
バ
イ
ク
、
二
輪

一

い

う

と

目

立

つ

服

装
を
楽
し
も
う
“
車
の
事
故
防
止

。

0
 

（日
野
警
察
署
）
-

＃
 "

③
横
断
中
も
周
囲
に
目
配
り
朗
る
い
色
の
服
装
の
人
、
目

●
 ===l=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝-＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝l=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝-＝=＝＝＝＝＝＝＿=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＿＿-

な
羞
昆

多
摩
郡
石
田
村
（
日
野
市
石
田
）

は
、
村
内
に
鎮
守

（
産
土
八
う
ぶ

す
な
＞
）
神
を
持
た
な
い
村
で
あ

る
。
村
民
は
古
く
か
ら
隣
の
新
井

村
石
明
神
社
の
氏
子
と
な
っ
て
い

る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
か

と
言
え
ば
、
江
戸
時
代
の
初
期
、

多
摩
川
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
、
北

方
の
村
域
と
共
に
、

鎮
守
で
あ
る

御
（
お
）
伊
勢
の
森
を
流
失
し
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

大
洪
水
は
し
ば
し
ば
川
の
流
路

を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
村
の
存

亡
を
も
左
右
し
た
。
貞
享

2
年

(1

6
8
5
)
多
摩
川
中
流
の
右
岸
山

寄
り
の
河
川
敷
を
占
め
て
い
た
作

目
村
（
昭
島
市
）
一
村
が
流
失
し
、

家
や
田
畑
を
こ
と
こ
と
く
失
っ
た
。

村
民
は
対
岸
の
田
中
村
（
昭
島
市
）

希望者を募集
でz-• -•--．．．．．--:....-=-てヱ・-=-••• --- -•--2- -2-•--= -•--•-

8月18日までに申し込みください

多
摩
川
の
洪
水
と
御
伊
勢
の
森
流
亡
記

を
つ
け
る
準
備
を
順
調
に
進
め
て

ゆ
く
た
め
に
、
「
離
乳
食
教
室
」

を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
こ
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
8月
8
日
①
午
前
10時

り、

一
時
は
旧
家
の
市
川
家
4
軒

を
残
す
の
み
と
な
っ
て
、
こ
こ
か

ら
四
ッ
谷
と
い
う
村
名
と
な
っ

た
。
こ
の
慶
長
元
年
か
ら
寛
永

4

年

(1
6
2
7
)
ま
で
の
お
よ
そ

30年
問
、

多
摩
川
は
北
方
に
流
路

を
と
る
本
流
と
、
四
ッ
谷
北
西
の

三
家
（
さ
ん
や

・
地
名）

上
手
か

ら
南
に
向
か
う
分
流
と
に
分
か
れ

て
い
た
。と
こ
ろ
か
万
治

2
年

(1

6
5
9
)7
月
2
日
の
大
洪
水
は
、

一
挙
に
こ
れ
ま
で
の
流
路
を
逆
転

さ
せ
、
南
に
向
か
う
も
の
が
本
流

と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
た
。
こ
の

大
洪
水
に
よ
っ
て
三
家
よ
り
僅

（
わ
ず
）
か
上
手
に
あ
っ
た
御
伊

勢
の
森
は
、
流
失
し
て
し
ま
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
市
史
編
集
委
員
下
田
九
一
）

年
戸
製
創
鱈
」
日
見
贔
討
離
乳
食
教
室

――

-
1-

真貝小児科（児科）
日野602-2云85-1731

野田医院 （外波・内科）
豊田3-27-8 ff81-0435 

至日野駅

山本クリニック （内・循児科）
神明 4-24-1云84-5633

至立川駅

甲州ヽ 街道
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や
下
流
の
東
光
寺
村
（
お
よ
そ
日

野
市
栄
町
四
・
五
丁
目
な
ど
）
に

退
避
し
、
定
着
す
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

慶
長

8
年

(
1
6
0
3
)
徳
川

家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
く
と
、

江
戸
の
人
口
が
急
増
し
、
建
築
資

材
や
燃
料
の
薪
炭
（
し
ん
た
ん
）

を
多
摩
川
・
浅
川
上
流
の
山
岳
地

帯
に
求
め
た
り
、
流
域
の
草
地
・

荒
地
の
開
発
を
進
め
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
方
に
大
雨
が

降
っ
て
も
、
こ
れ
を
貯
留
し
て
お

く
能
力
が
低
下
し
、
洪
水
と
い
う

ッ
ケ
と
な
っ
て
現
れ
た
。

古
来
多
摩
川
は
、
谷
保
村
（
国

⑲ 

立
市
）
台
地
下
の
南
を
東
流
し
、

本
宿
（
府
中
市
）
台
地
の
応
に
突
き

当
た
っ
て
東
南
に
向
き
を
変
え、

分
倍
台
地
下
を
経
て
、
府
中
台
地

西
の
芝
間
を
南
流
、
浅
川
本
流
と

合
す
る
現
在
よ
り
も
北
寄
り
の
流

跡
を
と
っ
て
い
た
。

そ
の
本
宿
台
地
の
南
に
位
置
す

る
小
野
神
社

（府
中
市
）
は、

慶

長
初
年
以
来
再
々
北
方
か
ら
多
摩

川
の
氾
濫
（
は
ん
ら
ん
）
水
を
受

け
、
居
た
た
ま
れ
ず
府
中
六
所
ノ

宮
の
三
殿
中
の
内
の
東
殿
に
遷
御

し
た
。
そ
の
社
跡
に
は
今
な
お
欅

（
け
や
き
）
の
巨
木
の
根
方
を
そ

の
ま
ま
に
、
古
社
の
面
影
を
と
ど

め
て
い
る
。

小
野
神
社
よ
り
さ
ら
に
上
流
の

四
ッ
谷

（家）

村

（府
中
市
）
も

慶
長
以
来
北
方
か
ら
の
水
害
を
被

至
日
野
橋

候

補

者

の

推

栃

を
|

|
|
口

科
学
技
術
功
労
者
を
表
彰
し
ま

科
学
技
術
庁
で
は
、
毎
年
科
学
業

・
文
化
な
ど
の
普
及

・
振
興
に

技
術
及
び
発
明
に
関
し
て
、
功
績

貢
献
し
功
績
が
顕
著
な
方
③
研

を
上
げ
ら
れ
た
方
を
表
彰
。
次
の

究

功

績
者
…
現
に
科
学
技
術
の
研

項
目
で
表
彰
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
究
活
動
に
従
事
。
社
会

・
経
済
に

方
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
く
だ
さ

貢
献
の
可
能
性
が
あ
る
研
究
成
果

い
。

を
上
げ
た
方

④
科
学
技
術
振
興

▽
項
目
11①
注
目
発
明
：
・国
内
で
功
績
者
…
国
内
技
術
の
育
成
、
科

過
去
3
年
間
に
特
許
ま
た
は
実
用
学
技
術
の
普
及

・
啓
発
、
発
朗
の

新
案
の
出
願
に
貢
献
し
た
発
明
者
奨
励
な
ど
科
学
技
術
振
興
に
尽
力

ま
た
は
研
究
者

②
科
学
技
術
し
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
方

⑤

功
労
者
…
科
学
技
術
の
う
え
で
産
職
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
功
労
者

…
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
除
く
業

種
に
従
事
す
る
職
長
以
下
の
勤
労

者
の
う
ち
、
優
れ
た
創
意
工
夫
に

よ
っ
て
職
域
に
お
け
る
技
術
向
上

に
貢
献
し
た
方

※
い
ず
れ
に
も
資
格
要
件
あ
り
。

▽
推
薦
方
法

11①
は
8
月
4
日
圏

ま
で
、

②
③
④
は
8
月
25日
⑥
ま

で、

⑤
は
9
月
29日
⑤
ま
で
に
所

定
用
紙
を
日
野
市
商
工
会
（
東
豊

田
2
の
34の
10)
へ
提
出

▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
商
工
会

(
6
8
1
.
3
6
6
6
)
／
市
産
業

経
済
課
C
内
線

203

保健・医療

「
1
歳
6
か
月
尼
健
康
診
査
」

を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
3
日
困
・

10日
困

1
歳

6
か

月

児

健

康

診

査

1
1
1時
30分

▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
11
こ
と
し

1
月
1
日
＼
4

月
30日
生
ま
れ
の
子
と
親

▽
内
容

11離
乳
食
の
進
め
方
の
講

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
定
員
11
先
着
25人

▽
申
込
み

11電
話
で
健
康
課

(6

8
1
.
4
1
1
1
)

へ

ー
・

9._．9

りよだ所健保条.24日
困
午
後

1
時
1
1時
45分

（通
知
制
）

▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
11平
成

6
年
1
月
生
ま
れ

※
転
入
し
た
方
、
日
時
変
更
を
希

望
さ
れ
る
方
は
こ
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
健
康
課

(C
8
1
.

4
1
1
1
)
 

初
産
婦
の
方
へ
、
助
産
婦
・
保

健
婦
に
よ
る
訪
問
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

本
籍
地
が
市
外
で
、
他
市
町
村

に
出
生
届
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、

健
康
課

(6
8
1
.
4
1
1
1
)
ま

で
こ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

乳
児
訪
問
の

あ

知

ら

せ

京王平山クリニック （外・内科）
平山 2-37-8 ff92-51 I I 

2
困

3
困

4
面

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
急患テレホンセンター

（日野消防署 ff81-0119)へお問い合わせを。

5
出

内

科

整

形

外

科

眼

科

夜
）
児
・
内
・
整
形
外
科

午
後
）
整
形
外
科

午
前
）
児
・
内
ぶ
バ
科

内

科
内

科

内

科
内

科

Jr

斗

夕

禾

外

科

外

科

内

科

7 
（月）

8
因

9
困

10
困

II 
（金）

12
出

外

科

内

科

整

形

外

科

外

科

耳

鼻

咽

喉

科

（
午
後

・
夜
）

外

科

（午
前
）児

・整
形
外
科

外

科

内

科

内

科
内

科
内

科

内

科

内

科
外

科

外

科

外

科
外

科

4

斗

夕

禾

る

⑤
集
団
訓
練
に
対
応
で
き
る

▽
募
集
人
数
ー
若
干
人
（
審
査
の

う
え
決
定
）

▽
申
込
み

1110月
入
所
は
、

8
月

18
日
圏
ま
で
に
電
話
で
健
康
課

(6
8
1
.
4
1
l
l
)

へ

※
機
能
訓
練
の
入
所
受
付
は
随
時

行
っ
て
お
り
、
登
録
制
で
す

（次

回
入
所
は
来
年

1
月
予
定
）
。

成
人
病
の
予
防
や
改
善
に
必
要
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
食

な
栄
養
相
談
を
行
い
ま
す
。

事

の
取
り
方
や
栄
養
計
算
ほ
か
）

▽
日
時

1
1
8月
11日
⑤

・
25日
⑤

▽

対

象

11栄
養
相
談
の
必
要
な
方

午
前

9
時
30分
ー

正

午

及

び

そ

の

方

の

食
生
活
に
か
か
わ

▽
会
場

11生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

っ
て
い
る
家
族
な
ど

▽
内
容

11個
別
栄
養
相
談
（
高
齢

、
▽
申
込
み

11電
話
で
健
康
課

(6

者
の
食
生
活
、
疾
病
別
食
生
活
、

81
.
4
1
1
1
)
へ

成
人
栄
養
相
談
を
行
い
ま
す

休

対象は平成 4年 7月生
まれ（通知制）

講

3日休・17日休
午前 9時―|0時30分

3 日 困•7 日 （月）・ 17 日 困

午後 1時30分～3時

対象は 6歳以上の方

匿名。原則として無料。
検査結果は 2週間後

予約制。 7日は痴ほう
性老人の相談

は(:30分～3 時30分1;iに迄：；~どで
特殊な検査は予約制。
容翡は前日までに受け取りを

午後 7時30分 ～ ID時30分

内科・小児科

日野本町 l-7 -2生活・保健セ ンタ ー分室

合84-1661

午前10時 一午後 5時
（受付は午前 9時 ～午後 4時）

八王子市平固町 18-3八王子市1呆儒セ ンタ ー
ft0426-25-9128 

多摩市間戸 4-19-5多摩市立健康セ ンタ ー・
ft0423-76-91 I I 

／」
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1995年（平成7年） 8月1日

第876号

電話で聞ける市政情報
月曜一土曜日 9 : 00-20: 00 

ff0120-042586（無料）
（日曜日・祝日 9 : 00~17 : 00 

年末年始を除く ） 

5年（平成 7年） 8月1日

第876号
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(4) 

市役所
代表電話霊85-1111

ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
、
平

和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
、
戦
争

体
験
を
風
化
さ
せ
ず
次
世
代
に

伝
え
て
行
く
た
め
、
戦
争
体
験

を
語
り
継
ぐ
会
を
開
住
し
ま
す
。

戦
争
を
体
験
し
た
方
は
、
空

＠
戦
争
資
料
展
関
連
行
事

「
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
」

繋
や
食
料
難
、
戦
地
で
の
体
験

や
学
単
疎
関
の
こ
と
な
ど
、
戦

争
に
か
か
わ
る
体
験
を
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
の
方
は
、
こ
の
機
会
に

い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
、
費

用
は
無
料
で
す
。
気
暁
に
こ
参

▽
日
程
11
8
月
31日
困
ま
で

▽
内
容
11
様
々
な
色
を
持
つ
動

植
物
の
標
本
や
著
色
さ
れ
た
十

器
•
生
活
追
具
、
自
然
の
色
を

映
し
た
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
色
を
過
し
て
、
郷
土

の
自
然
の
美
し
さ
や
私
た
ち
の

慕
ら
し
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

‘
 

力

ふるざと炒物餅
かりのお籾らせ．／

0
企
画
展

「自
然
の
色
＼
郷
士

の
自
然
か
ら
に
じ
む
色

i
」

▽
日
程
1
1
8
月
19日
山
ま
で

▽
内
容
11
市
民
の
方
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
戦
争
関
連
の
資
料
を
も

と
に
展
示

0
戦
後

50年
記
念
平
和
事
業

「
戦
争
資
料
展
」

加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8
月
5
日
山
午
後
ー

時
ー
4
時

▽
会
場
11
市
役
所
1
階

101会
議

空

昭和15年 5月10日

（ふるさと博物館「戦争白料展」

1
9
4
2年
私
は
小
学
5
年
生

遠
い
昔
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
で
し
た
。
太
平
洋
戦
争
も
2
年
が

ー
斤

昭
和
19年
2
月
、
当
時
旧
制
中

学
4
年
生
、
明
け
方
の
3
時
起
床
゜

防
寒
身
支
度
を
蕗
え
、
朝
6
時
に

配
ら
れ
る
食
パ
ン
購
入
引
換
券
を

手
に
入
れ
る
た
め
池
袋
東
口
駅
前

通
り
の
丸
十
の
パ
ン
屋
へ
急
ぎ
足

で
か
け
つ
け
な
外
は
、
し
ん
と
寒

く、

2
時
間
半
待
っ
て
や
っ
と
手

に
入
れ
た
う
れ
し
さ
、
家
に
戻
り

母
に
脊
を
渡
す
の
を
つ
い
忘
れ
登

校
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
年

1
回
全
校
生
が

う
け
る
睦
甲
省
合
察
の
教
練
が
赤

羽
の
欽
橘
の
下
、
荒
川
の
河
川
敷

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
何
回
も
繰
り

返
し
の
あ
げ
く
忠
残
り
の
や
り
直

し
、
夕
方
5
時
ま
で
に
は
引
換
券

を
持
っ
て
パ
ン
屋
に
行
け
ず
、
無

効
と
な
り
、
帰
宅
す
る
や
否
や
母

の
平
手
打
ち
を
く
ら
い
、

1
斤
（
き

ん
）
の
食
バ
ン
の
た
め
情
け
な
い

や
ら
悔
し
い
や
ら
、
今
で
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
南
平
・
小
峰

〇
講
演
会
こ
緑
の
社
会
ー
植
物

群
落
の
成
り
立
ち
ー
」

昭
和
20
年
4
月
3
日
夜
か
ら
早

朝
に
か
け
て
の
空
襲
で
、
宮
十
見

町
宜
丁
目
の
山
中
坂
に
横
穴
式
防

空
域
（
こ
う
）
が
あ
り
、
そ
の
中

で
B
2
9
の
250
叶
爆
弾
が
直
撃
、
近

所
の
方
々

41名
の
生
命
を
守
J

い
ま

し
た
。私

は
そ
の
時
3
縁
の
弟
を
背
負

い
、
照
明
弾
投
下
で
昼
問
の
よ
う

な
明
る
さ
の
な
か
を
、
多
摩
川
に

向
っ
て
必
死
に
走
り
ま
し
た
。
途

中
、
艦
載
機
の
低
空
射
呼
を
受
け
、

思
わ
ず
士
手
に
腹
ば
い
に
な
り
、

弟
の
背
中
に
弾
丸
の
あ
た
ら
な
い

よ
う
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
時
々
、

弟
が
生
き
て
い
る
か
と
し
り
を
つ

ね
っ
て
み
ま
し
た
。
弟
も
恐
ろ
し

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
の
背
中

に
吸
い
つ
く
よ
う
に
身
体
を
少
し

も
動
か
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
走
る

途
中
、
石
に
行
け
ば
山
中
坂
、
左

に
行
け
は
番
場
坂
に
出
合
い
ま
し

た
。
私
は
何
の
考
え
も
な
く
左
を

え
ら
び
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
私
も
弟
も
牛
き
て

い
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
を
連
命
と

し
て
片
付
け
て
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（
日
野
・
杉
本
ミ
サ
）

終
戦
は
日
野
一
小
の
6
年
生

3

翠
報
発
令
と
同
時
に
各
部
落
こ
と

に
全
学
年
が
2
列
に
並
ん
で
、
甲

州
街
道
を
必
死
の
思
い
で
下
校
し

ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
ト
の
寮
、
桑

園
の
蛋
室
も
教
室
で
し
た
。

◎
4
月
4
日
の
戦
災
の
事

500討

先
の
下
河
原
・
東
町
（
現
在
の
日

野
・
日
野
本
町
）
が
照
明
弾
で
昼

間
の
様
に
な
り
、
爆
弾
投
下
の
様

子
を
大
声
を
上
げ
て
泣
き
な
が
ら

見
た
事
と
、
当
夜
伊
勢
原
か
ら
都

▽
日
時
11
8
月
20日
⑪
午
後
2

時

1
4時

▽
内
容

11日
野
の
槌
生
に
つ
い

て
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
紹
介

▽
講
師
11
宮
土
亮
氏
(
―
-
＿中
嘱

託）▽
定
員

1150人

※
甲
し
込
み
を
，

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

以
上
明
記
の
な
い
も
の
は
▽

会
場
11ふ
る
さ
と
博
物
館

▽
開
場
時
問
11
午
前

9
時
＼
午

後
5
時
（
入
場
は
午
後
4
時
30

分
ま
で
）

▽
観
覧
料

11
一
般
100円
、
小
・

中
学
生
と
高
校
生

50円
（
市
内

任
住
・
在
労
の
小
・
中
学
生
と

高
校
生
は
無
料
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
ふ
る

さ
と
博
物
館

(
C
8
3
.
5
1
0

o) 

案内図 （贔話博::公民館）

至
八
王
子

甲州面渭

中央自動宣直

至茎田駅7i 疇部分は駐車場

季
男
）

....出征する兵士とその家族、

私
た
ち
は
広
島
の
田
舎
に
疎
開

し
て
い
ま
し
た
。

終
戦
後
の
半
で
す
。
山
の
小
学

校
に
集
団
疎
開
し
て
い
た
子
供
た

ち
が
一
人
、

こ
人
と
鉄
道
に
そ
っ

て
脱
出
し
始
め
ま
し
た

C

焦
士
の

広
烏
市
か
ら
の
お
迎
え
が
来
ま
せ

ん
。
み
ん
な
当
時
の
貴
里
品
だ
っ

た
唐
傘
を
持
っ
て
歩
い
て
い
ま
し

た
。
今
あ
の
了
た
ち
は
ど
う
し
て

い
る
か
？
と
胸
が
病
み
ま
す
。

私
も
父
を
広
鳥
城
近
く
の
女
学

校
で
亡
く
し
ま
し
た
。
父
は
教
虚

に
一
立
っ
た
ま
ま
、
孫
の
よ
う
に
可

愛
が
っ
て
い
た
生
徒
さ
ん
と
煙
に

ま
か
れ
ま
し
た
。
数
日
し
て
そ
の

場
で
水
品
の
印
か
ん
の
二
つ
に
折

れ
た
の
が
見
つ
か
り
確
認
出
来
ま

し
た
。
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
。
お
せ
ん

べ
い
の
よ
う
に
ふ
く
ら
ん
だ
10銭

銅
賃
。
殊
と
号
籾
し
な
か
ら
掘
り

ま
し
た
。
不
思
議
に
焦
上
は
静
か

で
、
水
通
の
水
だ
け
が
チ
ョ
ロ
チ

ョ
ロ
と
あ
ち
こ
ち
で
出
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
人
の
命
の
尊

広

原

f 

爆

弾

で 展 示 中）

A…9月4E<n空梵の範囲

8 '月 2Eの空関範囲

C ・・JIIIO堀マたへり）マ拝の範囲

x ・死亡者の出た場所と人数

一面（ • B 野＾、 9）空知）情報がありよしたと

叫
/ ふるさと 1"臼館 （合83-5100）へ

しへとノ｀r :か咋ふるさと 1言怜館）

戦後50年
記念特集

由
男
（
よ
し
お
）
さ
ん
、
お
手

紙
あ
り
が
と
う
。
い
ろ
い
ろ
と
忘

れ
物
を
し
て
、
不
白
由
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
お
父
さ
ん
が
千

葉
か
ら
ま
だ
居
っ
て
来
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
送
る
物
も
遅
れ
て
す
み

ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
も
、
よ
う
や
く
体
の

具
合
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
先
生
方
の
お
話
を
伺

っ
て
、
先
生
力
や
皆
々
様
が
、
ど

ん
な
に
か
あ
な
た
方
の
た
め
に
こ

苦
労
を
な
さ
っ
て
い
ら
れ
る
か
と

い
う
こ
と
を
思
い
、
お
犀
さ
ん
は

涙
が
出
ま
し
た
。
由
男
さ
ん
も
、

ど
う
ぞ
広
尾
労
校
の
生
徒
と
し
て

恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
、
立
派

な
良
い
了
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
か
先
生
や
皆
様
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
ね
。

お
父
さ
ん
が
帰
り
ま
し
た
ら
、

い
ろ
い
ろ
の
品
、
す
ぐ
に
送
り
ま

す
か
ら
、
少
し
我
極
し
て
い
て
く

だ
さ
い
ね
。
兵
隊
さ
ん
の
こ
と
を

思
っ
て
、
き
っ
と
が
ん
は
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。
お
母
さ
ん
も
が
ん
ば

り
ま
す
よ
。

で
は
、
お
友
達
と
仲
良
く
ね
。
元

気
で
暮
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
ま

た
、
お
使
り
い
た
し
ま
す
。
先
生

ゃ
朽
様
に
よ
ろ
し
く
。

田

男

様

母

よ

り

（
立
川
市
・
佐
藤
睦
）

覚）

使
半
前
、
鴨
見
．

JII
騎
方
面
と

長
岡
市
の
第
1
波
が
解
除
さ
れ
て

ホ
ッ
と
す
る
問
も
な
く
、

B
2
9空

蝶
の
第
2
波
を
告
げ
る
ラ
ジ
オ
が

「敵
B
2
9数
機
富
土
山
方
面
よ
り

侵
入
し
つ
つ
あ
り
」
の
繁
報
が
終

わ
ら
ぬ
内
に
、
ま
ず
八
王
子
市
石

川
方
面
に
火
の
手
が
上
が
り
「
昼

の
内
か
ら
予
告
さ
れ
て
い
た
」
八

王
了
空
隅
と
な
る
＂

日
野
自
動
申
の
社
宅
の
住
民
の

大
部
分
は
、
遠
方
万
タ
イ
ヒ
」
を

し
た
ま
ま
。
私
は
身
暇
な
こ
と
と

昭

年
子
）

内
に
荷
物
を
連
ん
だ
蔦
が
2
頭、

自
宅
の
両
横
に
つ
な
が
れ
て
お
り

「
火
を
見
て
暴
れ
出
す
と
大
変
だ

か
ら
多
摩
川
に
逃
げ
る
・
・
・
」
と
言

う
の
を

□論
で
止
め
た
様
で
し

た
。
馬
が
お
と
な
し
か
っ
た
の
と
、

翌
朝
馬
の
足
元
に
数
個
以
卜
の
破

片
が
落
ち
て
い
た
の
に
無
事
だ
っ

た
の
が
、
今
も
不
思
議
で
脳
裏
か

ら
消
え
ま
せ
ん
。

（
日
野
・
鍛
代

▲アメリカ軍がまいた空襲予告ビラ

（昭和20年 8月）

◄当時、市内の工場では軍事用の製品も製

造されていました （社乞は現在のもの）

日野自動車・・・戦車などの陸軍特殊車両

オリエント時計•••高射砲の砲弾の先端に付

ける時計式信管

富士電機…陸軍軍用機のプロペラ部品、

自動操縦装置用の電動発動機

コニカ…軍用の航空フィルム、飛行機用防

弾 ガ ラ ス

き
ん
）

空

襲
． 
あ
の

H

た
ち
、
南
方
諸
島
で
は
米
軍
が
反

撃
に
転
じ
た
こ
ろ
で
す
。

箆
数
の
授
業
で

「％
」
は
敵
国

語
で
あ
る
か
ら
使
用
し
て
は
い
け

な
い
、
こ
れ
か
ら
は
「
パ
ー
セ
ン

ト
」
と
古
く
よ
う
に
と
先
生
か
ら

生
活． 
あ
の
と
き

小
学
校
2
年
生
の
と
き
に
戦
争
が

始
ま
り
、

6
年
生
の
と
き
に
終
戦

と
な
り
ま
し
た
。
学
校
か
ら
長
野

県
に
集
団
疎
開
を
し
、
ノ
ミ
、
シ

ラ
ミ
が
た
か
っ
た
り
、
伺
よ
り
も

つ
ら
か
っ
た
の
は
空
腹
で
し
た
。

（
多
摩
巾
・
阿
部

悦
子
）

日）

学

学

惰

疎

開

戦
後
50年
に
あ
た
る
こ
と
し
、
広
報
今
号
で
は
市
民
の
戦
争
体
験

談
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
夏
、
中
央
公
民
館
が
、
戦
争

体
験
や
当
時
の

i

笞
ら
し
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
送
っ
て
も
ら
っ
た
も
の

で
す
。
市
内
の
方
ば
か
り
で
な
く
、
市
外
の
方
に
も
大
き
な
反
饗
を

呼
び
ま
し
た

3

寄
せ
ら
れ
た
体
験
談
は
朗
読
劇
に
楕
成
さ
れ
、
8
月

15日
図
に
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
も
上
渾
さ
れ
ま
す
。
身
近
な
人
の

戦
争
体
験
談
を
き
っ
か
け
に
、
平
和
の
貴
さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

親
と
の
別
れ
も
、
子
供
と
し
て

何
に
も
増
し
て
寂
し
く
つ
ら
く
悲

し
い
も
の
で
し
た
。
疎
開
先
で
、

男
の
子
が
捕
ま
え
て
く
れ
た
蛇
を

食
べ
た
り
、
親
恋
し
さ
の
余
り
脱

走
ま
で
し
ま
し
た
。

厄
年
の
夏
の
プ
ー
ル
で
思
い
出

し
ま
す
が
、
真
新
し
い
水
箱
で
学

校
の
プ
ー
ル
で
楽
し
く
泳
げ
た
の

は、

1
年
生
の
と
き
の
た
っ
た

一

度
だ
け
で
し
た
。

2
年
生
か
ら
は

空
諜
に
備
え
て
の
防
火
用
水
に
な

り
、
蘭
っ
た
水
の
中
で
、
た
く
さ

ん
の
ボ
ウ
フ
ラ
が
泳
い
で
い
ま
し

こ。f
 

教
え
ら
れ
た
。
も
の
ぐ
さ
少
年
の

私
は
、
後
の
テ
ス
ト
で
答
案
に
％

で
古
い
た
。
先
生
か
ら
注
意
を
受

け
た
。
％
の
方
が
占
く
の
に
速
い

し
、
カ
ッ
コ
ウ
良
い
と
思
っ
て
ま

し
た
。

次
の
テ
ス
ト
で
ま
た
、

％
で
書

い
た
。
今
度
は
注
意
さ
れ
た
う
え

零
両
に
さ
れ
た
。
そ
れ
で
な
く
て

も
、
出
来
の
悪
い
少
年
で
あ
っ
た

私
は
か
な
り
の
シ
コ
ッ
ク
を
受
け

こ
。

t
 

私
の
脳
細
胞
に
は
な
ぜ
か
こ
の

こ
と
が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
痒
え

る
こ
と
が
な
い
。
い
つ
の
時
代
に

あ
っ
て
も
子
似
の
教
育
は
、
一
部

の
権
力
者
に
よ
っ
て
左
石
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

輝

警靡饗藝見：→燭緑穿堡讐

'鴫胃

疇

学童疎開…太平洋戦争未期、アメリカ

軍の空製に備え て 、 大 都 市 の 国 民 学 校

初等科 （現在の小学校）の生徒を、慶

村部へ半強制的に移動させた。高幡不

動尊には現在の港区の赤坂国民学

校、方徳寺 （閉平）．には水川国民学校

の生徒が学童疎開していた。

8
 
月

15 

H
 

っ
た

（
多
摩
平
・
鎌
田

戦
争
は
だ
れ
で
も
衣
食
住
に
苦

し
ん
だ
で
し
ょ
う
。

2
度
も
焼
け

、

出
さ
れ
た
上
、
食
料
も
ま
ま
な
ら

す
、
工
場
の
寮
生
で
あ
っ
た
私
た

ち
の
食
事
は
朝
は
御
飯
粒
を
探
す

く
ら
い
の
混
ざ
り
物
の
多
い
お
か

ゆ
で
、
み
そ
汁
と
い
え
ば
た
だ
の

塩
汁
で
実
は
キ
ュ
ウ
リ
か
大
根
の

葉
で
あ
る
。
昼
の
弁
当
と
言
え
は

大
豆
の
煎
（い
）
っ
た
の
な
ら
ま
だ

良
い
が
、
油
を
搾
っ
て
つ
ぶ
れ
た

豆
か
す
を
来
客
用
の
茶
の
み
茶
腕

l
杯
培
烙
（
ほ
う
ろ
く
）
で
煎
っ
た

の
を
紙
に
四
み
、
弁
当
箱
な
ど
い

り
ま
せ
ん
。朝
、
出
勁
途
中
で
ポ
ケ

ッ
ト
に
手
を
入
れ
て
．
上
場
に
笞
＜

こ
ろ
は
全
部
食
べ
て
し
ま
い
、
お

昼
に
困
っ
た
こ
と
が
度
々
で
あ

る
。毎
日
空
腹
で
あ
っ
た
。
考
え
る

こ
と
は
、
い
か
に
食
べ
物
を
調
達

す
る
か
そ
れ
ば
か
り
で
し
た
。

恋
？
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
る
暇

な
ど
な
か
っ
た
飢
え
た
満
14歳
の

徴
用
エ
の
少
年
で
し
た
。
あ
れ
か

ら
49
年
、
今
は
63歳
。
文
句
一
っ

言
わ
ず
命
令
に
従
っ
て
い
た
無
知

と
言
う
か
素
直
？
と
言
う
か
、
今

は
と
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ

て
、
家
に
い
た
。
急
い
で
小
西
六

裏
の
林
の
中
に
と
、
甲
州
街
道
を

夢
中
で
渡
っ
た
。
そ
の
途
中
、
日
野

自
動
申
、
神
戸
製
鋼
辺
り
に
も
投

弾
し
た
焼
夷
弾
（
し
ょ
う
い
だ
ん
）

が
散
り
、
あ
ち
こ
ち
で
燃
え
上
が

る
。
林
の
中
の
防
空
壕
（
こ
う
）

に
飛
ぴ
込
ん
だ
こ
ろ
は
、
固
り
は

暗
か
っ
た
。
石
川
方
面
か
ら
の
火

の
手
は
、
市
の
問
り
か
ら
攻
笠
さ

れ
て
か
、
た
ち
ま
ち
市
全
体
が
火

さ
、
マ
和
へ
の
祈
り
を
忘
れ
ま
せ

ん。薮
え
子
と

名
を
連
ね
た
り
原
爆
忌
II

（高
幅
・
金
沢
須
磨
代
）

昭
和
15年
7
月
5
日
、
日
野
自

動
申
で
バ
ン
ザ
イ
を
さ
れ
、
町
内

皆
さ
ん
の
の
ほ
り
で
日
野
本
町
の

八
坂
神
社
へ
、
痩
磨
芙
髭
（
そ
う

し
ん
び
し
）
の
上
渕
四
司
（
ぐ
う

じ
）
が
武
運
長
久
を
祈
っ
て
く
れ
、

亦
羽
近
衛
工
兵
連
隊
へ
入
隊
。
近

衛
だ
け
に
昭
和
天
皇
の
白
罵
の
前

を
、
代
々
木
練
兵
場
で
紀
元
2
千

Goo年
の
分
列
行
進
し
、

11
月
西
園

寺
公
の
国
葬
の
日
に
、
宇
品
よ
り

上
語
へ
漠
口
、
南
京
、
セ
ッ
カ
ン

作
戦
と
歩
き
回
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ジ
ャ
ワ
上
陸
作
戦
、
パ
ラ
オ
、

台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ラ
バ
ウ
ル
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
転
戦
、
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
か
ら
連
隊
で

20
名
ば
か

り
、
内
地
の
学
校
教
肖
要
曇
と
し

て
広
烏
の
宇
品
へ
帰
る
。

邦
夫
）

だ
3

と
で
あ
る
。

今
の
14、
15歳
の
少
年
に
は
想

像
つ
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
平
和

と
は
木
当
に
幸
せ
で
あ
る
、
い
つ

ま
で
も
今
の
平
和
を
。

（
栄
町
・
廣
檎

前
略
私
は
現
在
68オ
の
年
金

牛
活
者
で
す
。
私
が
現
在
の
日
本

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
事

は
、
生
活
水
の
こ
と
で
す
。
昭
和

20
年
4
月
に
蒟

19
歳
に
て
北
支

（
中
国
北
部
）
の
北
京
に
て
兵
低

と
な
っ
て
よ
り
、

20年
8
月
敗
戦
、

ソ
連
の
捕
虜
と
な
り
、
幸
い
に
し

て
生
き
て
帰
国
が
出
来
た
23年
12

月
ま
で
、
シ
ベ
リ
ア
に
て
圭
労
働

に
明
け
苔
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の
問
毎
朝
の
洗
面
及
び
歯
み
が

き
（
口
す
す
ぎ
和
度
）
に
は
コ
ッ

プ

l
杯
約

200cc
の
水
を
口
に
含

み
、
そ
れ
を
チ
ョ
ロ
チ
ョ
0
と
手

の
上
に
だ
し
て
、
首
か
ら
耳
、

頻

及
び
口
す
す
ぎ
と
し
て
使
用
し
て

来
た
毎
日
で
し
た
。
今
日
で
も
、

私
は
水
直
の
蛇
口
よ
り
流
し
洗
い

は
出
来
ま
せ
ん
。
も
っ
た
い
な
い

の
で
す
。
必
要
な
も
の
は
使
う
べ

き
で
す
が
、
合
理
的
で
な
い
無
駄

は
止
め
た
い
も
の
で
す
。

（
落
川

・
江
野

の
海
と
な
っ
て
、
そ
の
上
を
次
か

ら
次
へ
と
B
2
9が
金
色
に
飛
び
回

る
様
が
、
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
。

同
僚
・
親
友
を
見
舞
っ
た
時
の

八
王
子
の
街
は
、
白
い
灰
の
中
に

上
蔵
と
大
木
の
焼
け
残
り
が
、
ポ

ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
残
っ
て
い
た
。
に

く
い
程
計
固
的
な
米
国
は
、
日
野

自
動
申
に
終
戦
後
間
も
な
く
進
駐

し
て
来
た
。（

日
野
・
桑
原

、,'’.のも

ー
以
ヒ
、
戦
時
休
験
だ
か
、
私
は
何

と
言
っ
て
も
原
子
爆
弾
に
遷
遇
し

た
事
が
体
験
と
し
て
は
大
き
い
。

宇
品
町
は
爆
心
地
よ
り
四
叶
地
点

で
あ
る
。

睦
甲
軍
菩
と
し
て
無
線
顆
習
を

し
て
い
た
8
月
6
日
8
時
15分、

あ
た
り
が
う
す
も
も
色
に
光
り
次

に
ド
ワ
ー
ン
と
大
音
響
と
共
に
身

休
が
吹
き
と
ば
さ
れ
、
み
る
み
る

空
が
暗
く
な
り
、
雨
つ
ぶ
の
様
な

も
の
も
落
ち
て
き
た
。
時
が
た
っ

に
し
た
が
い
、
市
内
全
滅
の
報
が

入
る
。
市
内
に
出
る
班
と
、
隊
に

残
る
班
と
に
別
れ
、
私
は
隊
に
残

っ
た
。
続
々
と
来
る
。
ヤ
ケ
ド
し

た
人
た
ち
の
手
当
て
、
死
体
を
1

カ
所
に
集
め
る
作
業
に
凹
け
晉

れ、

8
月
15日
天
皇
の
放
送
を
全

員
集
ま
っ
て
き
く
。
こ
こ
で
我
々

兵
隊
の
任
務
は
終
わ
り
だ
が
こ
の

状
況
で
は
家
郷
へ
も
帰
れ
ず
、
相

変
わ
ら
ず
救
護
作
業
を
し
て
、

9

月
15日
こ
ろ
、
原
爆
が
落
ち
て
1

カ
月
余
り
た
っ
て
、
日
赤
が
来
て

く
れ
た
。
こ
こ
で
復
員
命
令
。
日

野
の
新
町
の
家
へ
帰
り
つ
く
。

軍
隊
生
活
5
年
2
カ
月
、
私
28

歳
、
妻
26歳、

一
女
4
歳
、
こ
れ

が
私
の
体
験
で
あ
る
。

（
新
町
・
松
本

終
戦
の
あ
る
日
、
天
呈
放
送
の

後
、
私
た
ち
の
部
隊
盃
波
探
知

機
賎
）
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
即
刻
部

隊
解
散
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ト

を
卜
ヘ
の
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
私

た
ち
の
た
む
ろ
し
て
い
た
千
葉
県

房
総
半
島
突
端
が
、
米
軍
の
最
初

の
上
陸
地
点
と
し
て
指
定
さ
れ
た

そ
う
で
、
無
益
な
抵
抗
な
ど
あ
っ

て
は
と
い
う
上
層
部
の
配
慮
だ
っ

た
ら
し
い
。
私
た
ち
は
翌
16日
辿

い
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
部
隊

を
後
に
し
た

c

私
の
、
そ
の
復
員
途
上
の
こ
と
。

10数
時
問
も
か
か
っ
て
や
っ
と
東

武
線
浅
草
駅
に
た
ど
り
着
い
た

c

改
札
口
を
入
ろ
う
と
し
た
私
は
突

然
武
装
し
た
10数
人
の
憲
兵
に
取

り
囲
ま
れ

「
コ
ラ
ッ
お
前
ど
こ
へ

行
く
？
＇
」
と
ど
な
ら
れ
た
。
逃
げ
て

き
た
と
思
わ
れ
た
ら
し
い
。
洗
い

さ
ら
し
の
甲
衣
服
で
、
ま
る
で
脱

走
兵
の
よ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

c

い
く
ら
弁
明
し
て
も
聴
き
入
れ
ら

れ
す
、
い
ま
ま
さ
に
銃
剣
で
ひ
と

突
き
に
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
だ

っ
た
。
私
た
ち
の
や
り
と
り
を
遠

ま
き
に
し
て
見
て
い
た
い
ず
れ
も

戦
災
者
ら
し
い
人
た
ち
、
中
に
は

造
骨
箱
を
抱
い
て
い
る
人
も
い

た
。
突
然
そ
の
う
ち
の
一
人
が
「も

う
戦
争
は
終
わ
っ
た
ん
だ
。
私
た

ち
は
だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ
！
」
と
大

声
で
言
っ
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
そ

う
だ
、
そ
う
だ
」
と
い
う
大
合
唱
が

始
ま
っ
た
。
意
外
な
場
面
展
開
と

な
っ
て
、
さ
す
が
に
憲
兵
一
団
は

ス
ゴ
ス
ゴ
引
き
さ
が
る
を
得
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
陰
で
私
は

難
を
の
が
れ
、
無
事
改
札
を
通
り

車
中
の
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
で
も
時
々
い
な
か
（
栃
木
県
足

利
）
へ
行
く
が
、
あ
の
改
札
口
を
通

る
度
こ
と
、
憐
惑
（
ふ
ん
ま
ん
）
や

る
か
た
な
い
も
の
を
覚
え
る
。

（
南
平
・
山
田
絹
次
郎
）

「
総
貴
オ
ン
デ
ッ
キ
整
列
」
の
号

令
一
過
、
上
甲
板
に
整
列
。
木
村
司

令
が

『た
だ
今
よ
り
モ
音
放
送
が

あ
る
』と
た
だ
そ
れ
だ
け
。
我
々
は

「
つ
い
に
本
士
決
戦
の
時
が
き
た
」

と
直
惑
し
、
血
覇
が
た
ぎ
っ
た
。
ラ

ジ
オ
か
ら
ピ
ー
ピ
ー
ガ
ー
ガ
ー
と

い
う
雑
音
に
遮
ら
れ
な
が
ら
も
下

苗
が
聞
こ
え
て
き
た
。
極
度
の
緊

張
と
興
密
で
意
味
が
良
く
理
解
で

き
な
か
っ
た
の
は
私
ひ
と
り
で
は

な
さ
そ
う
だ
っ
た
。
「日
本
が
ま
け

た
の
だ
！
』
と
．
言
だ
け
言
っ
て
、

軍
刀
を
杖
（
つ
え
）
に
男
泣
き
に
泣

い
た
司
令
の
浅
黒
に
引
き
締
ま
っ

た
顔
を
思
い
出
す
。

あ
れ
か
ら
49
年
た
っ
た
。
今
の

若
者
に
言
い
た
い
！
．
絶
対
に
戦
争

に
ま
き
込
ま
れ
て
は
い
け
な
い
。

私
は
吉
春
を
而
軍
に
捧
（
さ
さ
）

げ
、
空
襲
で
母
を
失
い
、
初
恋
の

雅
子
ま
で
失
く
し
た
。

吾
々
（
わ
れ
わ
れ
）
が
青
春
を

国
に
捧
げ
、
国
を
憂
し
た
様
に
、

国
は
邑
々
を
愛
し
て
く
れ
た
だ
ろ

う
か
。

（
大
坂
上
・
後
藤

一郎）

.
,
．
『

♦

・

※
掲
載
し
た
戦
争
休
験
談
は
、
原

則
と
し
て
投
稿
者
の
記
述
を
尊
重

し
ま
し
た
が
、
統
一
性
を
味
っ
た

め
に
、
一
部
修
正
し
た
個
所
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
特
芙
は

8
月
15日
因
の
朗
読
劇
「
一
枚
の

は
が
き
か
ら
あ
の
日
あ
の
と
き
8

.
1
」
と
は
構
成
が
異
な
り
ま
す
。

な
お
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
敬

称
を
省
略
し
ま
し
た
。

（
広
報
課
）
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＾
＂

｀

ら
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[
｝

（

一
酎

q
.

深
～

か
き

一

二
譴
き
と

＿

丘

5
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奏
9-．
 

の
日

一
襲

一一

禄
'

[

暉

玉

5

ヽ

．

匹

．

．
 

5
直
げ

f

‘

-

～
今
回
紹
介
し
た
も
の
も
含
め
▽
音
楽
・
演
奏
11
安
田
紀
生
子
一

ご
J62編
の
「
一
枚
の
は
が
き
」を

氏

（

パ

イ

オ

リ

ン

）

一

疇

i

朗

読

劇

に

し

ま

し

た

。

公

募

に

※

申

し

込

み

を

。

一疇

＠
「
一
枚
の
は
が
き
か
ら
、
あ
な
疇

～
よ
る
2
3歳
か
ら8
8歳
ま
で
の
市
—

一

た
の
戦
争
体
験
②
」
展
示
中
心

ヽ
民
18人
が
熱
院
し
ま
す
。

一
疇

0

市
内
在
仕
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

（
ト
・
安
田
紀
生
子
氏
の
生
涸
奏
昨
年
に
引
き
続
き
、
こ
と
し
-

「

も

見

逃

せ

ま

せ

ん

。

芽

集

し

た

二

枚

の

は

が

き

か

-

（
ぜ
ひ
、
お
出
糾
け
く
だ
さ
い
。
ら
」
等
の
戦
争
関
係
の
資
料
を
、
-

：
▽
日
時
1
1
8
月
15日
因
午
後
2

8

月
16日
困
ま
で
中
央
公
民
館
-

（
時
ー
4
時

で

展

示

し

て

い

ま

す

。

-

0

-

“
▽
会
場
11市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
以
上
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
｀

0

-

一

ル
▽
構
成
・
指
導
11
大
多
和
勇
氏

11
中
央
公
民
館

(
6
8
1
.
7
5
。

0
 叫

（
涸
劇
企
回
く
す
の
き
）

8

0

)

-

＿

＿

 

-

8

月
15
日
、
市
民
会
館
で
一

嗚

↓

ーヽ

O
.

，
‘
;．

0ヽ

―-.0
-90
.――
―
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-．
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▲矢の山公園に立つ慰霊塔
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社会保障からみる
～女の就労と制度～

社会保障からみる
～人生80年時代の生き方～

話し合い

まとめ

女性思想史研究家

山本千恵氏

男女平等教育研究家

岸澤初美氏

高崎経済大学教授

塩田咲子氏

山本千恵氏

市役所
代表電話 零 85-1111 1, 

私
た
ち
の
食
生
活
は
経
済
の
発
検
出

と
と
も
に
豊
か
に
な
っ
た
と
言
▽
講

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
研
究
曇）

＊

反

面

、

ア

レ

ル

ギ

ー

や

成

人

病

な

▽

対

象

1
1
小
学
生
以
上
の
子
と
親

＂

ど

、

食

べ

物

が

原

因

と

掴

摘

さ

れ

30人
※
小
学
5
年
生
以
上
は
子
供

室

る

問

題

が

多

く

な

っ

て

い

ま

す

。

の
み
の
参
加
も
可

教

そ

こ

で

今

回

の

親

子

教

室

は

、

▽

持

ち

物

1
1
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
白

食
品
の
恋
加
物
（
着
色
料
）
と
輸
衣
、

筆
記
用
臭

子

入
農
産
物
の
実
態
に
つ
い
て
学
習
〶
バ
ス
見
学
会

親み休

し

ま

す

。

▽

日

時

1
1
8月
23日
困
午
前
8
時

夏

合

食

品

の

羞

色

料

の

実

験

ー

午

後

5
時

．
 

・

▽

日

時

1
1
8月
22日
囮
午
後
1
時

▽

内

容

11横
浜
港
で
輸
入
食
品
を

30分
1
4
時

見

学

＊
 

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
11
小
学
生
以
上
の
子
と
親

▽
内
容
1
1
食
品
の
合
成
着
色
料
の

40
人
※
必
ず
保
護
者
同
伴
で
参

ヽ
：
＿
＿
—
o
-
＿
ー
ー
・
・
・
ヽ
｀

•O
.
―
―-•-
·
_
t
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―
-
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-
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＿
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＇
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＿
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夏

休

み

親

子

工

作

―

t

林
や
公
園
に
落
ち
て
い
る
枝

一
11

や
、
植
木
の
せ
ん
て
い
な
ど
で

～
切
っ
た
枝
も
工
夫
次
第
で
す
ば
『
本
骸
睾
望
穿
姦
鸞
ク
』
~

一

f

ら
し
い
工
作
の
材
料
に
な
り
ま

t

す

。

時

ー

正

午

▽

申

込

み

・

問

合

せ

先

11
生
活
』

[
こ
の
よ
う
な
枝
を
利
用
し
て
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
課

(6
8
1
.
4
1
1
2
)

i

f

カ
ブ
ト
ム
シ
（
写
真
）
や
ク
ワ
ガ
ー

[
夕
な
ど
の
毘
虫
や
、
人
形
、
動
物
▽
対
象
1
1

小
学
生
と
親

20
人

h

な
ど
を
親
子
で
作
っ
て
み
ま
せ

（
先
着
順
）
※
小
学
4
年
生
以
上

叩
ん
か
。
夏
休
み
の
エ
作
の
宿
題
は
子
供
の
み
の
参
加
も
可

一
＂
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。
▽
持
ち
物

11
の
こ
ぎ
り
（
目
の

一
ぜ
ひ
こ
参
加
く
だ
さ
い
。
細
か
い
も
の
）
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ

ご

日

時

1
1
8月
20日
⑪
午
前
10

フ
、
ニ
ッ
パ
ー

r
Z
―
_
＿
＿

_
-
i
t―
―
ー
：
＇
•
合
・

-
:
•
I
-
＿
＿
＿
_
＿
—
—

＿
ー
＼f
：
-
=
-
\
~
！
-
＿

i
\

―
-
＿
＿
＿
ぎ
＼

J
-．

連
続
講
座

＿
I

ロ

や
さ
し
く
学
ぶ
女
性
問
題

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
性
問
学
ぶ
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

題
を
「
女
性
史
」
「
教
育
」
「
労
働
」
女
も
男
も
人
間
ら
し
く
生
き
ら

「
福
祉
」
の
視
点
か
ら
、
系
統
的
に
れ
る
優
し
い
社
会
の
実
現
に
向
け

て、

自
ら
考
え
、
判
断
し
、

実
践

し
て
い
く
力
を
つ
け
る
た
め
に

も
、
身
近
な
問
題
か
ら
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程
・
内
容
・
講
師
1
1
別
表
の

と
お
り

▽
時
間
11
午
後
7
時
1
9時

▽
会
場
1
1
女
性
セ
ン
タ
ー

▽
対
象1
1市
内
在
住
・
在
勁
•
在

学
の
男
女

30人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
1
1
8月
31日
困
ま
で
に

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー

(6
8
4
.

2
7
3
3
)

へ

花

と

み

ど

り

の

健

康

相

談

▽
日
時
1
1
8月
5
日
山
午
前
9
時

ー
正
午

（
受
け
付
け
は
午
前
11時

40分
ま
で
）

は
じ
め
て
の

春
の
講
座
が
大
変
好
評
で
し
た

の
で
、
同
じ
内
容
で
開
き
ま
す
。

花
と
香
り
が
楽
し
め
て
、
健
康
に

も
良
い
と
言
わ
れ
る
ハ
ー
ブ
を
知

り、

暮
ら
し
に
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程
・
内
容
1
1
9
月
13日
困
…

ハ
ー
ブ
の
い
ろ
い
ろ
／
20日
因
…

く
ら
し
に
活
（
い
）
か
す
工
夫

（テ

ィ
ー
タ
イ
ム
）

／
27日
困
…
ハ
ー

ブ
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か

▽
時
間
11
午
後
2
時
I
4時

▽
会
場
1
1
女
性
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
石
坂
昌
子
氏
（
百
草
在

住）▽
定
員
1
1
3
回
と
も
参
加
で
き
る

▽
会
場
1
1
緑
化
セ
ン
タ
ー

（日
野

中
央
公
園
内
）

▽
内
容
11
草
花
・
植
木
・
菊
・
造

園
な
ど
の
相
談

▽
問
合
せ
先
1
1
閲
日
野
市
環
境
緑

化
励
会
6
市
役
所
内
線
265

席

定
全

指

S席 4,500円

A席 3,500円

B席 2,500円

①
午
後
1
時

②
午
後

5
時

30分

松
竹
大
歌
舞
伎

8
月
20
日
ぼ

封
印
切
、

鏡
獅
子ほ

か

テ
ー
マ
は
「
日
野
の
四
季
」

間
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
で
▽
応
募
規
定
11
未
発
表
作
品
1

三
沢
中
地
区
育
成
会
で
は
、

葛

は、

11月
に
市
役
所
で
開
催
す
人
3
点
ま
で

西
臨
海
水
族
園
と
江
戸
東
京
博
物
る
写
真
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
▽
サ
イ
ズ
1
1
カ
ラ
ー
四
ツ
切
り

館
を
見
学
す
る
、
バ
ス
見
学
会
を
す
。
四
季
折
々
の
日
野
の
緑
あ
▽
募
集
要
項
11
市
役
所

2
階
緑

行

い

ま

す

。

る

生

活

や

風

景

「

日

野

の

四

季

」

化

協

会

、

七

生

・

多

摩

平

両

支

▽
日
程
1
1
8
月
25日
⑤
※
午
前
8

が
テ
ー
マ
で
す
。
こ
の
夏
、
写
所
、
市
内
カ
メ
ラ
店
に
あ
り

時
10
分
に
三
沢
中
正
門
前
に
集
真
展
に
向
け
、
傑
作
を
撮
り
に
▽
問
合
せ
先
1
1
脚
日
野
市
環
境

合

。

雨

天

実

施

出

掛

け
ま
せ
ん
か
。

緑

化

協

会

6
市
役
所
内
線
265

多
女

性

セ

ン

タ

ー

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

往

信
用
裏
面
に
「
は
じ
め
て
の
ハ

ー
ブ
」
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号

を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
、
女
性
セ
ン
タ
ー
(
〒

191日
野
本
町
1
の
6
の
3
)
へ
※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
問
合
せ
先

11
女
性
セ
ン
タ
ー

(6
8
4
.
2
7
3
3
)
 

氏
名
、
学
年
を
記
入
し
、
生
活
課

(〒
191日
野
本
町
ー
の
6
の
2
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
通
知

▽
問
合
せ
先
11
生
活
課

(
6
8
1
.

4
1
1
2
)
 

加
し
て
く
だ
さ
い

▽
持
ち
物
1
1
昼
食
、
水
箇
、

筆
記

用
具以

上
い
ず
れ
も
▽
申
込
み
1
1
8

月
7
日
回
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
。
希
望
教
室
名
、
保
護
者
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
子
供
の

••••••••••••••••••

•••
•••••••••••

•••
•••
•••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••
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•••••••

••••••
•••••••••••

•••••
•••••

•••••••••••••••
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• 

▽
対
象
11
三
沢
中
地
区
の
方
※
小

学
生
は
保
護
者
同
伴

▽
費
用
1
1
大
人
千
500円
、
小
人
千

．亨饂睾唸蒙誓咎

夏休み謬攀
咬＆．ジ翠千翠占I

見学祭羹
澄

三沢中地区の方を対象

生

集

講

募

ハ
ー
ブ
受
を

方
15人
※
前
回
受
講
さ
れ
た
方
を

除
く

▽
費
用
11
千
円
（
材
料
費
）

▽
申
込
み
1
1
8月
21日
⑪
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

写
真
展
の
作
品
を
募
集

円▽
持
ち
物
1
1
弁
当

▽
申
込
み
11
8
月
10日
困
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
住
所
、
氏
名
（
全
員
分
）
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表

面
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
志
田
千
代
子
(
〒
191落
川

1
4
0
6
9
1
.
0
4
2
3夜
間
）
へ
※

申
込
多
数
の
時
は
抽
選
の
場
合
も

あ
り

~
1
1
1
5
月

1
1
:
:
:
:
:
:
:
1
1
月
五

"
"
1

月

"
"
"
E
3
a
"
＂

3
月

1
1
[
”
”
h
"

＂
g
~
[
I
I

五
g

＂
＂
五

E
-
1
1
[

月

1
1
3

月

1
1

月

[
1
1

月

~
~
I
I
g
”
~
`
5-

――
 

―

―

地

区

セ

ン

タ

ー

の

は

、

申

し

込

み

の

時

問

帯

な

ど

＝に
つ
い
て
、
独
自
の
ル
ー
ル
を
―
―――

 

―

―

申

し

込

み

と

使

用

は

マ

ナ

ー

よ

く

定

め

て

い

る

と

こ

ろ

も

あ

り

ま

一

＂
＂
地
区
セ
ン
タ
ー
の
申
し
込
み
受
け
付
け
や
管
理
は
、
地
域
の
す
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
く
だ
出

――
 i

L

と

使

用

は

、

マ

ナ

ー

を

守

っ

て

自

治

会

な

ど

の

方

が

ポ

ラ

ン

テ

さ

い

。

―

―

-lお願
い
し
ま
す
。
ィ
ア
で
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
し
＠
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
公
共
施

i

i

~
~
市
内
に
あ
る
地
区
セ
ン
タ
ー
込
み
や
問
い
合
わ
せ
を
す
る
際
設
で
す
の
で
、
営
利
目
的
や
騒
•
­

i

こ
息
日
野
市
民
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
は
、
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
の
な
音
の
恐
れ
の
あ
る
催
し
な
ど
に

i
i

＿―
 l

l

で
も
使
用
で
き
る
無
料
の
施
設
い
よ
う
、
次
の
点
に
こ
注
意
く
は
使
え
ま
せ
ん
。

g

g

で
、
現
在
58館
。

各

地

区

セ

ン

タ

だ

さ

い

。

※

そ

れ

ぞ

れ

の

地

区

セ

ン

タ

ー

l
l

i

：
ー
と
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
最
も
＠
申
し
込
み
な
ど
を
す
る
時
の
使
用
申
し
込
み
先
な
ど
に
つ

i
i

-＿
 ―

―
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
は
、
担
当
さ
れ
て
い
る
方
の
身
い
て
は
、
生
活
課
ま
で
問
い
合
血
叩出——

— 

g

し
て
、
趣
味
の
会
合
な
ど
様
々
に
な
っ
て
、
早
朝
や
夜
な
ど
は
わ
せ
く
だ
さ
い
。

――
 

出
な
集
ま
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
▽
問
合
せ
先
11
生
活
課

(
6
8
1
"＂＿―

 

―
―
地
区
セ
ン
タ
ー
の
申
し
込
み
＠
地
区
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
．

4
1
1
2
)

g
g
"＂
目
i
i
"＂五
目
1
1
且
~
~
1
1月
i
i
1
1月
i
i
1
1五目
1
1
五
E
~
I
I
g
E
I
I
3月
1
1
且
~
~
1
1
3
月
1
1
3
[
~
~
~
1
1

月
i
i
1
1昔
iり1
1
月

~
i
u

哄
日1
1

月

iー1
1

五
g
l
"

日
目

1
1

月

~
i
1
1
日
[
3
1
1
3
月

1
1

月

i
"

昔

i
"

五
g
l
"

五
~
i
i
i
"
＂

”
E
3
1
1

月

iー1
1

月

i
i
1
1
且
日

1
1

月

"
5
i

:
芭
嗅
凹
収

(
n
8
5
.
1
3
0
8
)
．
4
1
1
2

生
活
課
内
）
／
中
叩
~

▽
回
収
品
11び
ん
、
缶
、
新
聞
古
衣
類
…
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
―
―

＝
中
古
衣
類
等
の
販
売
も
紙
、
雑
誌
、
古
布
、
段
ボ
ー
ル
、
ル
シ
ョ
ッ
プ
回
転
市
場

(687
血
＿＿＿
 

•8707) 

i

一

◎

資

源

回

収

牛

乳

パ

ッ

ク

i

i

▽
日
程
・
回
収
団
体
1
1
8月
10

◎
石
け
ん
・
中
古
衣
類
の
販
売
以
上
い
ず
れ
も
▽
時
間
11
午
i
-

＝
日
困
…
新
生
活
運
動
推
進
協
議
▽
日
程
1
1
8月
3
日

因

後

1
時
30分
ー
3
時
30分
＂
＂（生

l
-

二
〖
(6
8
1
.
0
2
6
5
)
／
2
4
▽
担
当
団
体1
1石
け
ん
…
日
野
▽
会
場
1
1
生
活
の
ひ
ろ
ば

已
品
…
市
民
自
治
学
園
O
B会
市
消
費
者
運
動
連
絡
会

(6
8
1

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
）

i
i

――
 •.....••.••••• 

―――――・・

r" 
•• 
…
•
―
ー
・
・
・
・
ー
·
―
ー
・
・

青
年
海
外
協
力
隊
々
貴
の
光
沢

香
さ
ん
（
写
真
左
）
と
小
山
ゆ
か
り

さ
ん

（写
真
右
）
が、

7
月
7
日、

出
発
を
前
に
市
長
を
訪
問
し
ま
し

た
。
現
在
、
光
沢
さ
ん
は
中
国
で
日

本
語
教
師
と
し
て
、
小
山
さ
ん
は

パ
ラ
グ
ア
イ
で
獣
医
師
と
し
て
活

躍
中
で
す
。

青年海外協力隊々員が

市役所を訪問
.
.
 _1

・・・・・・・・
1
-
.............. 

――
 

._ ••••••• 
_
 
．．．．．．
． 

―

-1 ....... _
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(7) て°‘
1995年（平成7年）8月1日 ＼ 

第876号

電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00~20:00 
合0120-042586 （無料）

（日曜日・祝日 9 : 00~17 : 00 
年末年始を除く ） 

⑥
星
空
親
子
映
画
会

▽
日
時

1
1
9日
困
午
後

7
時

30分

¥
9時
30分

▽
内
容

11
「
こ
の
子
を
残
し
て
」

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
゜

＠
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
・
水
あ
そ
ぴ

▽
日
時

1110日
困
・

17日
困
午
前

10時
1
1
1時

▽
対
象

11乳
幼
児
と
親

▽
持
ち
物

11水
着
、
タ
オ
ル
等

＠
お
ば
け
や
し
き

▽
日
時

1125日
⑤
午
前

10時
30分

ー
正
午
、
午
後

1
時

30分
i
3時

30分
／
26日
山
午
前

10時
30分
ー

正
午

※
幼
児
は
保
證
者
同
伴
。
お
ば
け

や
し
き
実
行
委
員
を
募
集
中
（
小

5
以
上
）
、
委
舅
会
は

17日
困
午
後

ひ
の
児
童
館

C
8
1
.
7
6
7
5
 

＠
よ
う
じ
の
つ
ど
い

▽
日
時
・
対
象

112日
困
…

2
、

3
歳
児
と
親
／

3
日
困
…

1
歳

6

カ
月
児
と
親
※
時
間
は
午
前

10時

30分
ー

11時
30分

▽
持
ち
物

11水
着
、
タ
オ
ル

＠
夏
休
み
だ
よ
I
．
つ
く
っ
て
あ
そ

ぽつ
I
.

▽
日
時

1114日
⑪
・

15日
因
・

16

日
困
午
後

3
時
＼

4
時

▽
内
容

11
「
シ
ョ
ッ
ト
キ
ャ
ン
デ

ー
」
ほ
か

も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

C
9
1
.
7
0
0
1
 

野
外
活
動
講
習
会

”
ア
ウ
ト
ド
ア
で

ナ
ン

（パ

ン
）
作
り
“

野
外
活
動
講
習
会
を

5
回
シ
リ

ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
、
野
外
活
動
全

般
つ
い
て
実
践
的
な
も
の
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
方
法
で
実
施
し
ま

す
。
シ
リ
ー
ズ
第

1
回
目
は
、
本

場
イ
ン
ド
の
ナ
ン

（パ
ン
）
を
作

り
ま
す
。

＠
因
＠
蜆
己
国
⑮
〇

3
時

1
4時
に
開
催
。

＠
夏
休
み
つ
く
ろ
う

I
.
1木
製
小

物
か
け

i

▽
日
時1
1
3
0
日
困
•
3
1日
困
午
後

2
時

1
4時

▽
対
象

11小
1
以
上

...キャンプでは食事の準備も楽しいもの

参伽者募槃

＠
夏
休
み
工
作

▽
日
時
・
内
容

1111日
⑤
午
前

9

み
さ
わ
児
童
館

f
f
9
1
.
3
4
5
6
 

ひ
ら
や
ま
児
童
館

C
9
2
.
6
8
1
1
 

体
験
”
"
フ
ァ
ミ
リ
ー

キ

ャ

ン

プ

教

室

奮
っ
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
8月
20日
⑪
午
後

2
時

1
4時
30分
（
雨
天
実
施）

▽
場
所

11自
然
体
験
広
場
（
仲
田

小
隣
）

▽
内
容

11
ア
ウ
ト
ド
ア
で
ナ
ン

（
パ
ン
）
作
り

▽
講
師

11セ
ル
バ
ク
マ
ー
ル
・
チ

ラ
カ
ル
氏
（
日
野
国
際
友
好
ク
ラ

ブ
会
員

▽
対
象

11市
内
在
住
の
高
校
生
以

上
の
方

青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

貴
会
で
は
、
「体
験
が
フ
ァ
ミ
リ
ー

キ
ャ
ン
プ
教
室
」
を
次
の
と
お
り

企
画
し
ま
し
た
。

こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
8月
24日
困
午
前

9
時

＼
午
後
3
時
（
小
雨
実
施
）

▽
場
所

11自
然
体
験
広
場
（
仲
田
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
を
で
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
で
き

小

隣

）

次

の

と

お

り

実

施

し

ま

す

。

ず
、
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務

▽
内
容

11野
外
炊
飯
、
テ
ン
ト
設
こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
や
発
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方
な

営
、
竹
ト
ン
ボ
工
作
ほ
か

育
不
足
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由

ど
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
と
同
等

多

▽
対
象

11小
1
以

上

時

30分
1
1
1
時

30
分
…
布
ぞ
う
ャ
ツ
か
シ
ー
ツ
等

＠
ミ

ス

テ

リ

ー

大

会

り

／

14日
⑪
午
前

9
時

30分
ー

11

※
申
し
込
み
を
。

▽
日
時

1130日
困
午
後

6
時
ー

8

時
：
．
つ
く
ろ
う
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
＠
親
子
電
気
教
室
＼
ソ
ー
ラ
ー
カ

時

／

22日
因
午
前

9
時

30分
＼

11時

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
。

30分
…
電
気
工
作
教
室
／

25日
⑤

午
前

10時
i
1
1時
30分
・
・
・
お
話
で

て
こ
い
「
マ
ジ
カ
ル
ボ
ッ
ク
ス
」

※
い
す
れ
も
申
し
込
み
を
。

11日

は
大
人
用
の
古
い

T
シ
ャ
ツ
か
シ

ー
ツ
等
の
持
参
を
。

⑥
お
ば
け
大
会

▽
日
時

1
1
9月
1
日
曲
午
後

1
時

30分
ー

4
時

30分
／

2
日
出
午
後

1
時

30分
i
3時
30分

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
。
参
加
賞

あ
り
。

＠
親
子
電
気
教
室

▽
日
時

1
1
7日
⑪
午
前

10時
1
1
1

時

30分

▽
対
象

11小
学
生
40人
と
親
※
小

3
以
上
は

1
人
で
も
可

※
申
し
込
み
を
。

＠
お
ば
け
や
し
き

▽
日
時

1130日
困
午
後

2
時

30分

1
3時
30分
／

31日
困
午
前

10時

1
1
1時
30分

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
゜

あさひがおか児童館

C83.4346 

， ー
- - I 

点荘 尿整樹 散と成大，， 

：コ l
I ェフ l ス
'，プ-ィ でスは か令

＇， 富んにl小川やラ力シ ま 整備 ， 

- - -

▽
対
象

11小
学
生
と
親
（
先
着
40

人
）
※
高
学
年
は
、
子
供
だ
け
で

も
可

▽
費
用

11500円

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
申
込
み
・

問
合
せ
先

11社
会
教
育
課

6
内
線

3
 

3
 

5
 

••• 

＊
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

8
月
例

会
ー
シ
ェ
—
ク
ス
ピ
ア
作
「
リ
ア

王
」
1

▽
日
時

1
1
8月
19日
出
午
後

2
時

1
3時
50分

中
}

L

＠
布
で
作
ろ
う
ー
わ
ら
じ
＼

▽
日
時

1110日
困
午
前

9
時

30分

ー

11時
30分

▽
対
象

11小
学
生
と
親

15組

▽
持
ち
物

11大
人
用
の
古
い

T
シ

▽
会
場

11中
央
公
民
館

▽
出
演

11演
劇
企
画
く
す
の
き

▽
対
象

11中
学
生
以
上

60人

＊
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
入
門

陸
の
孤
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

野
生
味
あ
ふ
れ
る
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
近
く
で
ル
ア
ー
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
も
楽
し
め
ま
す
。

▽
日
程

1
1
9月
9
日
山

1
1
0日
⑭

▽
場
所

11み
の
石
滝
キ
ャ
ン
プ
場

（相
模
湖）

▽
講
師

11川
上
玲
子
氏

▽
対
象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
お
お
む
ね
18歳
ー
29歳
ま
で

の
方

20人

▽
費
用

11交
通
費
と
食
費
は
実
費

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
申
込
み
・

問
合
せ
先

11中
央
公
民
館

(681

•7580

) 

▽
日
時

11
11日
⑤
午
前

10時
ー

11

時

30分

▽
対
象

11小
学
生
40人
と
親
※
小

4
以
上
は

1
人
で
も
可

※
申
し
込
み
を
。

＠
お
ば
け
や
し
き

▽
日
時

11
30日
困
午
前

10時
＼

ll

時

30分
、
午
後

1
時

30分
ー

3
時

/
3
1日
困
午
前

10時
ー

11時
30分

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
゜

公民館

11 11 

の催し

r
[
 

9
9
5年
度
日
野
市
教
育

会
第

4
回
定
例
会
が

7
月

に
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案

議
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
項

i

育
委
員
会
事
務
局
職
員
人

う

い

て

同

意

野
市
公
立
学
校
長
等
に
対

事
務
委
任
規
則
の
一
部
を

＿す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い

可
決

厨
市
教
育
委
員
会
事
務
局

・'
.• 

t
 .. 
t
．
日
＇

I

綱

9
:＇
日
綱
鶴
冒
日
●
▲

の
資
格
を
与
え
る
も
の
で
す
。
月

6
日
困
に
東
京
都
教
育
委
晨
会

▽
受
験
資
格

11次
の
い
ず
れ
か
に
で

該

当

す

る

方

▽

試
験
日

11
11月
10日
幽

0
平
成

8
年

3
月

31日
ま
で
に
満
▽
問
合
せ
先

11東
京
都
教
育
庁
学

15歳
以
上
に
な
る
方
で
、
現
在
保
務
部
義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課

護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学

(6
0
3
.
5
3
2
0
.
6
7
5
2
)

さ

せ

る

義

務

を

猶

予

若

し

く

は

免

私

立

高

等

学

校

等

授
業
料
軽
減
補
助

除
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
以
前

に
さ
れ
た
方

0
保

護

者

が

旧

尋

常

小

学

校

ま

た

”

率
又
給
B
去
二
草
玄
栗
jI

は
旧
国
民
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
東
京
都
で
は
、
私
立
高
等
学
校

務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方
等
授
業
料
軽
減
補
助
受
給
者
を
募

0
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
集
し
ま
す
。
対
象
は
、

5
月

1
日

な
か
っ
た
方
（
平
成

8
年

3
月

31

以
降
都
内
に
在
住
（
住
民
登
録
）

日
ま
で
に
満

16歳
以
上
に
な
る
方
し
、
私
立
の
高
等
学
校
等
へ
通
学

に
限
る
）
で
、
保
護
者
が
手
続
き
す
る
生
徒
の
保
護
者
で
、
一
定
基

を
し
て
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
準
に
該
当
す
る
方
で
す
。
詳
細
は

な
か
っ
た
が
、
猶
予
ま
た
は
免
除
案
内
書

（
在
学
校
で
配
布
）
を
こ

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
事
由
と

覧
く
だ
さ
い
。

同
等
の
理
由
が
あ
っ
た
と
文
部
大
▽
問
合
せ
先

11在
学
校
か
都
総
務

臣

が

認

め

た

方

局

学

事

部

学

事

第

1
課

(603.

▽
願
書
受
付

1
1
8月
7
日
回

1
9
5
3
8
8
.
2
5
6
4
)

23日困

17 ・ 31日休）

17 ・ 31日休

2 ・ 23日困

17 ・ 31日困

3 ・ 24日沐

4 ・ 25日（命

3 • 24日困

向川原市営住宅

南平浜田ピル前

絡谷戸公園

南平丘陵公圏

ほほえみ公匿］

松風公国

南平地区セ ンタ ー

4 • 25日冷

4 • 25日曲

4 ・ 25日圏

17 ・ 31日困

4 • 25日倫

17 ・ 31日休

川原付市営住宅 4 • 25日（針

3 • 24日沐

17 ・ 31日沐

17 ・ 31日休

17 ・ 31日困

3 • 24日休

3 ・ 24日休

17 ・ 31日困

いずみ自治会 24日困

次
回
の
定
例
会
は
、

8
月

3

日
困
午
前

10時
に
開
催
予
定
で

す
。

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て可

決

▽
日
野
市
公
立
学
校
職
鼻
服
務

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

の

制

定

に

つ

い

て

可

決

▽
第

19期
社
会
教
育
委
員
の
委

嘱

に

つ

い

て

同

意

◎
報
告
事
項

．

▽
ふ
る
さ
と
博
物
館
企
画
展

「
自
然
の
色
ー
郷
土
一の
自
然
か

ら
に
じ
む
色
ー
」
に
つ
い
て
ほ

か

1
件
の
報
吉
が
あ
り
ま
し
た

3 ・ 24日休 24日沐

4 ・ 25日圏

4 • 25日（金）

10:00-10:30 

I 4: 00 -I 4: 50 

1 5:00 ~ | 5:50 

I 0:00-I 0:50 

II : 00 -II : 50 

つばさ学園

旭が丘中央公園

旭が丘東公国］

旭が丘平山台住宅

シティハイツ日野旭が丘

16 • 30日困

16 ・ 30日困

16 ・ 30日困

16 • 30日困

2 ・ 23日困

11:20-11:so 

1 5:00~ 15:50 

10:40-11:10 

I 0'.00-I 0:30 

1s:oo-1s:so 

16 • 30日困

2 • 23日困

17 ・ 31日休

16 • 30日困

16 • 30日困

11:20-11:so 

I I : 00 -I I : 50 

10:40-11:10 

10:40-11:10 

14:00-14 :so 

小慣コ ーポ佐野前

日野台公園

緑ヶ丘公厘l

16 • 30日困

3 ・ 24日沐

16 • 30日(;,杓

15:00-15:50 

I I :20-II :50 

14:00-14:so 

◇
お

は

な

し

会

点

検

の

た

め

、

ひ

ま

わ

り

号
は
休

8
月

は

お

休

み

し

ま

す

。

み

で

す

。

※

8
月

7
日
⑪
ー

11日
⑤
は
定
期

図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ
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1995年（平成7年） 8月1日

第876号 て^ワ
市役所
代表電話拿85-1111_

(8) 

募集識種及び受験資格

大学卒昭 和45年 4月2日

短大卒程度（高校卒を含む）
昭和48年4月2日

以降生まれた方

大学卒昭和41年 4月2日

短大卒程度（高校卒を含む）
昭和44年 4月2日

以降生まれた方

●大学卒••学校教育法による大学
を卒業しているか、平成 8年 3
月31日までに卒業見込みの方

●短大卒程度…学校教育法による
短期大学（高等専門学校を含む）、
高等学校及び高等学校卒業を条
件とする 2年制以上の専門学校
を卒業しているか、平成 8年 3
月31日までに卒業見込みの方

※技術職員については、土木課程
を履修のこと

＊作業員は変則勤務を条件とします。

■老
人
福
祉
施
設
・
至
誠
ホ
ー
ム

バ
ザ
ー
に
物
品
の
提
供
を

▽
新
品
の
衣
類
、
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ

類
、
雑
貨
類
、
石
け
ん
、
洗
剤
を
9

月
30日
ま
で
に
▽
問
合
せ
先

11同

ホ
ー
ム

(
6
2
7
.
0
0
3
1
)

管理栄養士の資格を取得している
か、管理栄養士受験資格取得（見
込み）の方で日野市が別に定める
日までに同資格の取得見込みの方

幼稚園教諭免許を取得しているか、
平成 8年 3月31日までに取得見込
みの方

保母の資格を取得しているか、平
成 8年 3月31日までに取得見込み
の方

高等学校をすでに卒業しているか、
平成 8年 3月31日までに卒業見込
みの方
（大学、短期大学を卒業及び在学中
の方は除く ）

高等学校をすでに卒業しているか、
平成 8年 3月31日までに卒薬見込
みの女性（大学、短期大学を卒業及
ぴ在学中の方は除く）

会
場
・
集
合
時
間

11テ
ニ
ス
個
人

…
市
役
所

1
階
101会
議
室
に
午
後

7
時
／
テ
ニ
ス
団
体
…
多
摩
平
支

所
西
側
受
付
に
午
前
9
時
／
野
球

団
体
・
・
・
市
役
所

2
階
東
側
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
前
に
午
後

7
時
▼
抽
選
除

外
日
▽
多
摩
平
第
一
公
園
野
球
場

1
1
9月
3
日
・

10日
・

24日
※
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
夏
季
大
会
ほ
か
▽
旭

が
丘
中
央
公
園
野
球
場

1
1
9月
3

日
・

9
日
・

24日
※
地
域
開
放
日

ほ
か
▽
多
摩
平
第
一
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

1
1
9月
10日
※
勤
労
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
▽
旭
が
丘
中
央
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

1
1
9月
9
日
・

16

日
※
秋
季
女
子
ダ
ブ
ル
ス
大
会
▽

問
合
せ
先

11体
育
課
6
内
線

541

〶
平
成8
年
度
採
用
日
野
市
立
総

合
病
院
職
員
募
集

▽
職
種

11臨
床
検
査
技
師
▽
募
集

人
員

11
2
人
▽
資
格

11昭
和

46年

4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
臨
床
検

査
技
師
の
資
格
を
取
得

（
見
込
み

※
市
が
定
め
る
掴
定
日
ま
で
に
）

の
方
▽
提
出
書
類

11①
所
定
の
試

験
申
込
書
（
市
役
所

4
階
職
員
課

と
市
立
総
合
病
院
で
配
布
）
②

最
終
学
歴
の
卒
業
（
見
込
み
）
証
明

書
と
成
績
証
明
書
③
資
格
証
明

書（
取
得
見
込
み
者
は
不
要
）▽
応

募
方
法

1
1
8月
2
日
ー

31日
午
前

■ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
記
録
講
習
会

9
時
ー
午
後

5
時
に
日
野
市
立
総

▽

日
時

1
1
8月
6
日
午
後

1
時

i

合
病
院
(
〒
191多
摩
平

6
の
1
の

5
時
▽
会
場

11中
央
福
祉
セ
ン
タ

l
)
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
▽
試
験

0
体
育
施
設
9
月
利
用
分
抽
選
会
ー
▽
持
ち
物

11筆
記
用
具
、
定
規
、

日
1
1
9月
19日
▽
問
合
せ
先

11同

▽
抽
選
日

1
1
8月
1
日
▽
区
分
・
電
卓
、
必
携
（
あ
る
方
）

▽
問
合

-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝=＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＿-＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-=＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝-＝==＝＝=＝＝＿―
-=＝=＝＝＝＝=＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝=＝＝-=＝l=＝=―
―
 

得
見
込
み
）
証
明
書

▽
応
募
方
法

11
8
月
29日
1
3
1日

午
前
9
時
ー
正
午
、
午
後
1
時
ー

4
時
に
市
役
所

1
階
101会
議
室
へ

持
参
※
郵
送
・
代
理
の
申
し
込
み

は
不
可

▽
第

1
次
試
験

1
1
9月
17日

▽
問
合
せ
先

11職
員
課
6
内
線

441

属
ごあんf如

▽
職
種
・
受
験
資
格

11別
表
の
と

お
り

▽
募
集
人
員

11
い
ず
れ
の
職
種
も

若
干
人

▽
提
出
書
類

11①
所
定
の
試
験
申

■日
野
市
福
祉
事
業
団
職
員
募
集

▽
職
種

・
人
員

11
常
勤
看
護
婦

（土）

1
人
▽
資
格
11昭
和

35年

4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
正
・
准

看
護
婦
（
士
）
の
資
格
取
得
者
▽
提

出
書
類

II
CD所
定
の
試
験
申
込
書

(
8月
2
日
か
ら
同
事
業
団
で
配

布）

②
最
終
学
歴
の
卒
業
証
朗
書

③
資
格
証
明
書
▽
応
募
方
法

11
8

月
7
日
ー
15日
（土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
）
午
前

9
時
ー
午
後

4
時
に

同
事
業
団
（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

4
階）

へ
持
参
▽
問
合
せ
先

11
同

事
業
団

(6
8
1
.
2
6
4
2
)

込
書
（
市
役
所

4
階
職
員
課
、
七
生

・多
摩
平
両
支
所
で
配
布
）
②
最

終
学
歴
の
卒
業
（
見
込
み
）
証
明

書
と
成
績
証
明
書

③

栄

養
士、

幼
稚
園
教
諭
、
保
母
は
資
格
（
取

せ
先

11日
野
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
（
大
越

f
f
0
4
2
6
.
5
1
.
2

8
6
6
)
 

■日
野
市
混
合
団
体
戦
卓
球
大
会

▽
日
時

1
1
8月
27日
午
前
9
時
30

分
か
ら
▽
会
場

11南
平
体
育
館
▽

種
目

11混
合
ダ
ブ
ル
ス

3
ペ
ア
に

よ
る
団
体
戦

(
1チ
ー
ム
は

4
1

6
人、

1
人

2
回
ま
で
出
場
可
、

同
一
ペ
ア
は

1
回
限
り
）
▽
資
格

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、
連

盟
会
貴
を
1
人
以
上
含
む
チ
ー
ム

▽
費
用
11連
盟
会
貴
の
み
の
チ
ー

ム
3
千
円
／
非
会
員
を
含
む
チ
ー

ム
3
千
500円
▽
申
込
み

1
1
8月
15

日

（
必
着
）

ま
で
に
現
金
書
留
で

三
沢
佳
紀

(-T191落
川

184C91.

6
5
2
4夜
間
）
へ

■秋
季
硬
式
テ
ニ
ス

女
子
ダ
ブ
ル
ス
大
会

▽
日
時

11
9
月
9
日
・

16日
午
前

9
時
＼
午
後

5
時
※
予
備
日

30日

▽
会
場

11旭
が
丘
中
央
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
▽
対
象

11市
内
在
住
・

在
勤
者
▽
費
用
11ペ
ア

4
千
円
▽

申
込
み

1
1
8月
18日

（
必
着
）

ま

で
に
現
金
書
留
で
。
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
井

上
文
枝

(-T191西
平
山
ー
の
20の

1
平
山
台
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
内
6
8
6

.
0
0
3
0
)

へ

■
日
野
市
シ
ル
バ
—
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
説
明
会

▽
日
時

11
8
月
8
日
午
前

9
時
30

分
か
ら
▽
会
場

11市
立
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11映
画
上

映
、
概
要
説
明
※
入
会
受
け
付
け

は
後
日
▽
問
合
せ
先

11同
セ
ン
タ

ー

(6
8
1
.
8
1
7
1
)

■保
育
園
で
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
／
．

園
庭
開
放
と
親
子
リ
ズ
ム
教
室

▽
園
庭
開
放
日
時

11毎
週
水
曜
・

金
曜
日
午
前
10時
ー
正
午
▽
対
象

1
1
0歳
1
6歳
児
と
親
／
▽
親
子

リ
ズ
ム
教
室
日
時

11毎
週
金
曜
日

午
前
10時
1
1
0時
40分
▽
対
象

II

2
歳
i
6歳
児
と
親
▽
会
場
・
問

合
せ
先

11至
誠
第
二
保
育
園

(ft

8
1
.
0
4
4
6
)
 

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
沖
縄
を
学
ぶ
I
．▽
日
時

11
8
月

14日
午
後

7
時
1
9時
▽
講
師
II

下
嶋
哲
朗
氏
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
）
▽
費
用
11千
円
▼
沖
縄

（本
島
・
伊
江
島
）戦
跡
と
基
地
・

琉
球
の
自
然
と
文
化
、
歴
史
を
訪

ね
る
旅
▽
日
時

1
1
8月
24日
ー
28

日
▽
対
象

11中
学
生
以
上
▽
費
用

11認
万
2
千
円
▼
親
子
の
ひ
ろ
ば

「
パ
ッ
ク
」幼
児
親
子
募
集
▽
日
時

9
月
14日・
21日、
10月
5
日
・

19

日、

11月
9
日・

16日
午
前

11時
10

分
ー
正
午
（
全

6
回）

▽
内
容
II

親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
仲
間
と
の
交

流
、
歌
・
手
遊
び
▽
対
象

11
1
歳
児

(9
月
14日
現
在
）
と
親

15組
▽
費

用
1
1
1万
1
千
700円
▼
健
康
体
操

（自
彊
術
）▽
日
時

11毎
週
金
曜
日

午
前
9
時
30分
1
1
1時
▽
対
象
II

成
人
▽
費
用
11月
5
千
300円
▼
書

道
教
室
▽
日
時

11毎
週
木
曜
日
午

前
10時
ー
正
午
、
午
後
2
時
1
4

時
▽
対
象

11成
人
▽
費
用
11月
5

平
成

8
年
度
採
用

＂
＂
野
市
巖
員
募
艇 象

スポLッ

■コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
と
子
供
た

ち
展

▽
日
時

1
1
8月
1
日
午
前
10時
＼

午
後
8
時、

2
日
午
前
10時
ー
午

後

5
時
▽
会
場

11ひ
の
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
ユ
ダ
ヤ
人
孤

児
た
ち
と
共
に
強
制
収
容
所
に
酒

え
た
教
育
者
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生

の
生
涯
を
た
ど
る
▽
費
用
11大
人

500円
、
中
・
高
生
300円
、
小
学
生
100

円
▽
問
合
せ
先

11ひ
の
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
（

6
8
2
.
3
1
3
6
)

・
お
旭
が
丘
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

i

東
京
光
の
家
納
涼
会

i

▽
日
時

1
1
8月
1
日
午
後
5
時
30

分
ー
8
時
30分
▽
会
場

11旭
が
丘

東
公
園
※
雨
天
は
東
京
光
の
家
で

実
施
▽
内
容

11模
擬
店
、
盆
踊
り
、

抽
選
会
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11同
行

事
委
貴
会

(
6
8
1
.
2
3
4
0
)

■う
き
つ
き
手
芸
教
室

▽
日
時

11
8
月
3
日
午
前
10時
ー

正
午
▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容

II
IOO円
で
で
き
る
手

芸
品
▽
費
用

11400
円
か
ら
※
子

供
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11あ
い
あ
む

(6
8
6
.
8
3
8
3
)
 

■日
野
市
美
術
連
盟
夏
期
講
習
会

▽
日
時

1
1
8月
5
日
・

6
日
午
前

9
時
30分
ー
午
後

4
時
▽
会
場

11

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

II

裸
婦
固
定
▽
費
用
1
1
1日
当
た
り

遜
もよおし

千
Boo円

以
上
▽
会
場

11明
記
な
い
も
の

は
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先

11同

セ
ン
タ
ー

（6
8
2
.
3
1
3
6
)

ぼしゅう

総
合
病
院

(
6
8
1
.
2
6
7
7
)

千
200円
（
会
員
千
円
）
※
当
日
会
場

で
申
し
込
み
を
。
弁
当
持
参
▽
問

合
せ
先

11林
(
6
9
2
.
8
3
3
6
)

●
市
立
病
院
の
建
て
替
え
を
考
え

る
つ
ど
い

▽
日
時

1
1
8月
6
日
午
後
2
時
か

ら
▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
問
合
せ
先

11北
村

(683.

5
5
8
4夜
間
）

■日
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
演
会
「
生
と
性
」

▽
日
時

1
1
8月
6
日
午
前
10時
30

分
ー
正
午
▽
会
場

11八
王
子
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
▽
定
員
11先

着
ZOo人
▽
費
用
11千
円
▽
問
合
せ

先
11即
倫
理
研
究
所

（林

6
8
5
.

7
8
4
7
)
 

・
お
心
に
刻
む
ア
ジ
ア
・
日
本
の

平
和
原
資
料
展

▽
日
時

11
8
月
9
日
1
1
6日
▽
会

場

11ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
▽

費
用

11
大
人

600
円

（前
売
り

500

円
）
、
中
・
高
生
300円
、
小
学
生
lOo

円
※
案
内
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
中
▽
問
合
せ
先

11同
展
市
民
実

行
委
員
会
（
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
内

6
8
2
.
3
1
3
6
)

●
第

21回
多
摩
平
夏
ま
つ
り

▽
日
程
・
内
容

1
1
8月
12日
…
町

内
み
こ
し
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
民

踊
流
し
ほ
か
／
13日
…
は
か
面
踊

り
、
子
供
み
こ
し
、
千
貫
み
こ
し
、

和
太
鼓
、
鼓
笛
隊
ほ
か
▽
会
場

11

J
R豊
田
駅
北
側
※
同
ま
つ
り
の

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
あ
り
、
締
め
切

り
は
9
月
20日
▽
問
合
せ
先

11堀

田

(
6
8
1
.
2
5
8
6
)

●
原
爆
の
図
・
丸
木
美
術
館
へ

▽
日
時
・
集
合

11
8
月
19日
午
前

8
時
30分
日
野
市
役
所
前
▽
内
容

11丸
木
美
術
館
、
埼
玉
県
平
和
資

料
館
見
学
▽
費
用

11
大
人

3
千

円
、
小
・
中
学
生

2
千
円
▽
持
ち

物
11弁
当
▽
申
込
み

1
1
8月
8
日

ま
で
に
電
話
で
日
野
市
職
員
組
合

(
6
8
4
.
2
7
8
4
)

へ

*
8月
の
児
童
館
の
催
し
は

7
面

に
掲
載

慕
｀
[

■フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

▽
日
時

1
1
8月
13日
午
前
10時
i

午
後
4
時
▽
会
場

11高
幡
不
動
境

内
▽
費
用
11
1
区
画

2
千
円
▽
問

合
せ
先

11リ
サ
イ
ク
ル
運
動
友
の

会

(
6
9
1
.
2
6
1
8
)

■戦
時
下
、
朝
鮮
人
強
制
連
行
の

浅
川
地
下
壕
（
ご
う
）
を
見
る

▽
日
時
・
集
合

1
1
9月
3
日
午
前

9

時
：
：
勤
労
•
青
年
会
館／
9

時

30分
・
・
・
日
野
保
健
所
前
▽
定
員
11

先
着

25人
▽
費
用
11千
円
※
昼
食

持
参
を
▽
申
込
み

1
1
8月
15日
ま

で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
同
実
行
委
員

会
北
村
敏
子

(-T191多
摩
平
団
地

225
の
7
)
へ

■社
交
ダ
ン
ス

「
ザ
・
ヒ
ノ
ダ
ン

ス
ィ
ン
グ
」

▽
月
3
回
水
曜
日
ま
た
は
士
曜
日

午
後
6
時
30分
1
9時
に
中
央
公

民
館
な
ど
で
▽
対
象

1160歳
前
後

の
初
心
者
▽
費
用
11入
会
金

2
千

円
、
月

2
千
円
▽
問
合
せ
先

11栗

田

(
6
8
1
.
8
0
2
2午
後

6
時
ー

9
時）

■フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▽
毎
月
第
2
•

第
4

金
曜
日
午
後

1
時
30分
1
4時
30分
に
勤
労
・

青
年
会
館
な
ど
で
▽
費
用

11花
代

1
回
3
千
円
▽
持
ち
物

11花
を
入

れ
る
袋
、
は
さ
み
、
タ
オ
ル
▽
問
合

せ
先

11吉
田

(C
8
1
.
2
4
0
7
)

■女
声
合
唱
団
「
菜
の
花
」

▽
毎
週
火
曜
日
午
後
2
時
ー
4
時

に
八
王
子
信
用
金
庫
日
野
支
店
な

ど
で
▽
費
用
11月
3
千
円
▽
問
合

せ
先

11田
中

(
6
8
6
.
1
7
1
9
)

密
〗

■社
交
ダ
ン
ス
「
ト
ミ
ー
ダ
ン
ス

会」▽
毎
週
木
曜
日
午
後

1
時
ー

3
時

30分
に
同
栄
信
用
金
庫
高
幡
不
動

支
店
な
ど
で
▽
費
用
1
1
1回
500円

▽
問
合
せ
先

11清
水

(
6
9
1
.
o

5
0
2
)
 

■ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

「
多
摩
映
像
サ
ー
ク
ル
」

▽
毎
月
第
3
木
曜
日
午
後
2
時
i

4
時、

6
時
ー
8
時
に
撮
影
や
編

集
※
参
加
は
ど
ち
ら
の
時
間
で
も

可
▽
問
合
せ
先

11向
山

(C81.

2
8
2
1
)
 

■リ
ト
ル
・
キ
ッ
カ
ー
ズ
（
サ
ッ

カ
ー
）

▽
毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
ー
正
午

に
四
小
な
ど
で
▽
対
象

11幼
児
、

小
学
生
※
子
供
好
き
の
大
学
生
の

コ
ー
チ
も
募
集
▽
問
合
せ
先

11川

島

(
6
8
3
.
3
7
7
2
)

●
日
野
少
年
剣
道
会

▽
毎
週
水
曜
・
土
曜
日
午
後
6
時

ー
7
時
30分
に
仲
田
小
体
育
館
な

ど
で
▽
対
象

11小
1
以
上
男
女
▽

費
用
11入
会
金
2
千
円
、
月
千
500

円
※
見
学
自
由
▽
問
合
せ
先
11天

野

(
f
f
8
1
.
8
4
2
1
)

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブs

.
L
.
c
 

▽
毎
週
木
曜
日
午
後

1
時
30分
i

4
時
30分
に
コ
ニ
カ
体
育
館
で
▽

費
用
11月
3
千
円
※
コ
ー
チ
に
よ

る
指
導
▽
問
合
せ
先

11鈴
木

(ff

8
1
.
1
3
6
5
)
 


